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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建造物の鉄筋コンクリート製の天井スラブ構造物を構成する天井鉄筋構造材において、
　前記天井鉄筋構造材が、前後方向へ延びる所定面積の金網と、前記金網の上面に設置さ
れた鉄筋トラスと、前記金網の下面に設置された天井仕上げボードと、所定の接着機能を
有して前記金網と前記天井仕上げボードとを固着する発泡ウレタンとから形成され、前記
鉄筋トラスが、前記金網の上面から上方へ離間して前後方向へ延びる上端筋と、前記金網
と前記上端筋との間に位置して前後方向へ延びる一対の下端筋と、前記金網と前記上端筋
との間で上下方向へ波状に曲折を繰り返しながら前後方向へ延びる一対の第１および第２
ラチス筋とを有することを特徴とする天井鉄筋構造材。
【請求項２】
　前記金網の上面に所定の被り寸法でコンクリートが打設され、前記金網と前記鉄筋トラ
スとが該金網の上面において硬化したコンクリートと一体化することで前記天井スラブ構
造物が形成されている請求項１に記載の天井鉄筋構造材。
【請求項３】
　前記天井鉄筋構造材では、前記第１および第２ラチス筋が前記上端筋に当接して凸状に
曲折する凸部から前記金網に当接して凹状に曲折する凹部に向かって幅方向外方へ末広が
りになり、それらラチス筋の凸部と前記上端筋とが溶接固定され、それらラチス筋の中間
部と前記下端筋とが溶接固定されているとともに、それらラチス筋の凹部と前記金網とが
溶接固定されている請求項１または請求項２に記載の天井鉄筋構造材。
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【請求項４】
　前記金網が、ラス金網であり、前記ラス金網が、幅方向へ所定寸法離間して前後方向へ
延びる複数の凸条を有し、前記第１および第２ラチス筋の凹部が、前記ラス金網の凸条に
溶接固定されている請求項３に記載の天井鉄筋構造材。
【請求項５】
　前記第１および第２ラチス筋の凹部が、前記ラス金網の上面と並行するように幅方向外
方へ屈曲して該ラス金網の凸条の２箇所に当接する屈曲部分を有し、前記屈曲部分が、前
記ラス金網の凸条の２箇所に溶接固定されている請求項４に記載の天井鉄筋構造材。
【請求項６】
　前記天井仕上げボードが、木質系化粧ボード、合成樹脂系化粧ボード、無機質系化粧ボ
ード、金属系化粧ボードのいずれかまたはそれらを組み合わせた複合化粧ボードである請
求項１ないし請求項５いずれかに記載の天井鉄筋構造材。
【請求項７】
　建造物の鉄筋コンクリート製の外壁構造物を構成する外壁鉄筋構造材において、
　前記外壁鉄筋構造材が、上下方向へ延びる所定面積の金網と、前記金網の前面に設置さ
れた鉄筋トラスと、前記金網の後面に設置された内装ボードと、所定の接着機能を有して
前記金網と前記内装ボードとを固着する発泡ウレタンとから形成され、前記鉄筋トラスが
、前記金網の前面から前方へ離間して上下方向へ延びる上端筋と、前記金網と前記上端筋
との間に位置して上下方向へ延びる一対の下端筋と、前記金網と前記上端筋との間に位置
して前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延びる一対の第１および第２ラチ
ス筋とを有し、前記鉄筋トラスの上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とのうちの少
なくとも１つが、前記建造物の基礎から上方へ延びる基礎鉄筋に連結されることを特徴と
する外壁鉄筋構造材。
【請求項８】
　前記金網の前面に所定の被り寸法でコンクリートが打設され、前記金網と前記鉄筋トラ
スとが該金網の前面において硬化したコンクリートと一体化することで前記外壁構造物が
形成されている請求項７に記載の外壁鉄筋構造材。
【請求項９】
　前記外壁鉄筋構造材では、前記第１および第２ラチス筋が前記上端筋に当接して凸状に
曲折する凸部から前記金網に当接して凹状に曲折する凹部に向かって幅方向外方へ末広が
りになり、それらラチス筋の凸部と前記上端筋とが溶接固定され、それらラチス筋の中間
部と前記下端筋とが溶接固定されているとともに、それらラチス筋の凹部と前記金網とが
溶接固定されている請求項７または請求項８に記載の外壁鉄筋構造材。
【請求項１０】
　前記金網が、ラス金網であり、前記ラス金網が、幅方向へ所定寸法離間して上下方向へ
延びる複数の凸条を有し、前記第１および第２ラチス筋の凹部が、前記ラス金網の凸条に
溶接固定されている請求項９に記載の外壁鉄筋構造材。
【請求項１１】
　前記第１および第２ラチス筋の凹部が、前記ラス金網の前面と並行するように幅方向外
方へ屈曲して該ラス金網の凸条の２箇所に当接する屈曲部分を有し、前記屈曲部分が、前
記ラス金網の凸条の２箇所に溶接固定されている請求項１０に記載の外壁鉄筋構造材。
【請求項１２】
　前記内装ボードが、木質系化粧ボード、合成樹脂系化粧ボード、無機質系化粧ボード、
金属系化粧ボードのいずれかまたはそれらを組み合わせた複合化粧ボードである請求項７
ないし請求項１１いずれかに記載の外壁鉄筋構造材。
【請求項１３】
　建造物の基礎に連結された鉄筋コンクリート製の外壁構造物と、前記外壁構造物の頂部
に連結された鉄筋コンクリート製の天井スラブ構造物とから形成された建造物において、
　前記外壁構造物が、前記基礎から上方へ延びていて該基礎の幅方向へ並ぶ複数の第１外
壁鉄筋構造材と、前記第１外壁鉄筋構造材の内側に位置して該第１外壁鉄筋構造材に対向
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し、前記基礎から上下方向へ延びていて該基礎の幅方向へ並ぶ複数の第２外壁鉄筋構造材
と、前記第１および第２外壁鉄筋構造材の間のスペースに打設されたコンクリートとから
形成され、
　前記第１外壁鉄筋構造材が、上下方向へ延びる所定面積の第１金網と、前記第１金網の
後方に位置して該第１金網の対向面に設置された第１鉄筋トラスと、前記第１金網の前方
に位置して該第１金網の非対向面に設置された外断熱材と、所定の接着機能を有して前記
第１金網と前記外断熱材とを固着する発泡ウレタンとを備え、前記第２外壁鉄筋構造材が
、上下方向へ延びる所定面積の第２金網と、前記第２金網の前方に位置して該第２金網の
対向面に設置された第２鉄筋トラスと、前記第２金網の後方に位置して該第２金網の非対
向面に設置された内装ボードと、所定の接着機能を有して前記第２金網と前記内装ボード
とを固着する発泡ウレタンとを備え、
　前記第１鉄筋トラスが、前記第１金網の対向面から後方へ離間して上下方向へ延びる上
端筋と、前記第１金網と前記上端筋との間に位置して上下方向へ延びる一対の下端筋と、
前記第１金網と前記上端筋との間で前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延
びる一対の第１および第２ラチス筋とを有し、前記第２鉄筋トラスが、前記第２金網の対
向面から前方へ離間して上下方向へ延びていて、幅方向へ隣接する前記第１鉄筋トラスの
間に位置する上端筋と、前記第２金網と前記上端筋との間に位置して上下方向へ延びてい
て、幅方向へ隣接する前記第１鉄筋トラスの間に位置する下端筋と、幅方向へ隣接する前
記第１鉄筋トラスの間に位置して前記第２金網と前記上端筋との間で前後方向へ波状に曲
折を繰り返しながら上下方向へ延びる一対の第１および第２ラチス筋とを有し、
　前記天井スラブ構造物が、前記天井に敷設されて該天井の幅方向へ並ぶ複数の天井鉄筋
構造材と、前記天井鉄筋構造材の上面に所定の被り寸法で打設されたコンクリートとから
形成され、前記天井鉄筋構造材が、前後方向へ延びる所定面積の金網と、前記金網の上面
に設置された複数の鉄筋トラスと、前記金網の下面に設置された天井仕上げボードと、所
定の接着機能を有して前記金網と前記天井仕上げボードとを固着する発泡ウレタンとを備
え、それら鉄筋トラスが、前記金網の上面から上方へ離間して前後方向へ延びる上端筋と
、前記金網と前記上端筋との間に位置して前後方向へ延びる一対の下端筋と、前記金網と
前記上端筋との間で上下方向へ波状に曲折を繰り返しながら前後方向へ延びる一対の第１
および第２ラチス筋とを有し、
　前記外壁構造物では、前記第１鉄筋トラスの上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋
とのうちの少なくとも１つが前記基礎から上方へ延びる基礎鉄筋に連結され、前記第２鉄
筋トラスの上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とのうちの少なくとも１つが前記基
礎から上方へ延びる基礎鉄筋に連結され、前記第１および第２金網と前記第１および第２
鉄筋トラスとが前記スペースにおいて硬化したコンクリートと一体化し、前記天井スラブ
構造物では、前記金網と前記鉄筋トラスとが該金網の上面において硬化したコンクリート
と一体化していることを特徴とする建造物。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建造物の鉄筋コンクリート製の天井スラブ構造物を構成する天井鉄筋構造材
に関し、建造物の鉄筋コンクリート製の外壁構造物を構成する外壁鉄筋構造材に関すると
ともに、鉄筋コンクリート製の外壁構造物と鉄筋コンクリート製の天井スラブ構造物とか
ら形成された建造物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水平の一方向に所定の間隔をあけて並設された複数の野縁と、野縁の下面に取り付けら
れた天井材と、野縁に交差させ、水平の他方向に所定の間隔をあけて並設された複数の野
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縁受けと、野縁および野縁受けを交差部で接続する野縁接続用金具と、上端側を上部構造
に接続し、下端側を野縁受けに接続して配設された複数の吊りボルトと、吊りボルトの下
端側および野縁受けを接続する吊りボルト接続用金具と、複数の野縁受けに載置した形で
他方向に沿って延設されるとともに複数の野縁受けに接続して配設される水平材と、 水
平材に一端を上部構造に他端をそれぞれ直接的あるいは間接的に接続して配設された補強
ブレースと、 水平材と天井材または野縁とを接続する耐震補強用部材とを有する吊り天
井構造が開示されている（特許文献１参照）。
【０００３】
　また、四角柱状の角形鋼管柱の屋外側に設置された耐火性外壁と、四角柱状の角形鋼管
柱の屋内側に設置された耐火材となる内壁板と、耐火性外壁と内壁板との間に設置された
押出法ポリスチレンフォーム製の断熱材と、角形鋼管柱の屋外側の面とその面に直交し断
熱材が配設される側の角形鋼管柱の側面の少なくとも一部とに連続して貼り付けられる加
熱膨張シートとを有し、角形鋼管柱が隣接して設置される場合、加熱膨張シートが貼り付
けられた角形鋼管柱の側面間に止水性と耐火性とを兼ね備えた耐火シール材を介在させた
外壁構造物が開示されている（特許文献２参照）。この外壁構造物は、屋内側の形状を変
えることなく、外壁の耐火性能を向上させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－２１７０４４号公報
【特許文献２】特開２０１４－４０７７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記特許文献１に開示の吊り天井構造は、補強ブレースと耐震補強用部材とを備えるこ
とで、吊り天井に大きな揺れが発生することはなく、天井の耐震性能を向上させることが
できる。吊りボルトを利用する吊り天井構造では、吊りボルトを利用して野縁受けや野縁
を天井スラブから吊り下げ、釘によって野縁に天井仕上げ材を固定する。天井仕上げ材は
、室内に露出する。地震による激しい揺れが天井に作用した場合、経年劣化した吊りボル
トが破断し、または、吊りボルトと野縁受けとの連結や野縁受けと野縁との連結が外れ、
天井が崩落し、あるいは、経年劣化した釘が破断し、天井仕上げボードが室内に落下して
思わぬ事故につながる場合があり、天井の安全性を確保することができない。なお、吊り
天井構造を有する建造物は、地震による激しい揺れによって天井が崩落する場合がある。
【０００６】
　前記特許文献２に開示の外壁構造物は、四角柱状の角形鋼管柱の間に延びる耐火性外壁
および内壁板とそれら板の間に配置された断熱材とから形成され、角形鋼管柱の間に鉄筋
やコンクリートが存在せず、外壁構造物に鉄筋コンクリート製と同等の十分な強度を持た
せることができない。この外壁構造物は、四角柱状の角形鋼管柱の間に延びる耐火性外壁
および内壁板において外壁構造物に作用する各種の応力を支えなければならず、地震によ
る激しい揺れが作用した場合、その揺れに耐えきれずに耐火性外壁および内壁板が倒壊す
るおそれがあり、また、津波におそわれた場合、その水圧に耐えきれず耐火性外壁および
内壁板が押し流されるおそれがあり、外壁の安全性を確保することができない。さらに、
耐火性外壁と内壁板との間に押出法ポリスチレンフォーム製の断熱材が介在するだけであ
るから、遮音性が低く、建造物の周囲の騒音を遮断することができない。
【０００７】
　本発明の目的は、鉄筋コンクリート製の強固な天井を作ることができ、高い強度を有す
る頑丈な天井を有する建造物を施工することができる天井スラブ構造物を提供することに
ある。また、地震による激しい揺れに耐えることができ、地震の激しい揺れによる天井の
崩壊を防ぐことができるとともに、地震や経年劣化による天井仕上げ材の落下を防ぐこと
ができる天井スラブ構造物を提供することにある。さらに、遮音性や耐火性に優れ、階下
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や階上の騒音を遮断することができ、火災に強い天井を有する建造物を施工することがで
きる天井スラブ構造物を提供することにある。本発明の他の目的は、鉄筋コンクリート製
の強固な外壁と天井とを有し、地震による崩壊を防ぐことができ、津波による流失を防ぐ
ことができる建造物を提供することにある。
【０００８】
　本発明の他の目的は、高い強度を有し、地震による激しい揺れや津波の水圧に耐えるこ
とができ、建造物の地震による倒壊や建造物の津波による流失を防ぐことができる外壁構
造物を提供することにある。さらに、遮音性や耐火性に優れ、周囲の騒音を遮断すること
ができ、火災に強い外壁を備えた建造物を施工することができる外壁構造物を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記課題を解決するための本発明の第１の前提は、建造物の鉄筋コンクリート製の天井
スラブ構造物を構成する天井鉄筋構造材である。
【００１０】
　前記第１の前提における本発明の天井鉄筋構造材の特徴は、天井鉄筋構造材が、前後方
向へ延びる所定面積の金網と、金網の上面に設置された鉄筋トラスと、金網の下面に設置
された天井仕上げボードと、所定の接着機能を有して金網と天井仕上げボードとを固着す
る発泡ウレタンとから形成され、鉄筋トラスが、金網の上面から上方へ離間して前後方向
へ延びる上端筋と、金網と上端筋との間に位置して前後方向へ延びる一対の下端筋と、金
網と上端筋との間で上下方向へ波状に曲折を繰り返しながら前後方向へ延びる一対の第１
および第２ラチス筋とを有することにある。
【００１１】
　本発明の天井鉄筋構造材の一例としては、金網の上面に所定の被り寸法でコンクリート
が打設され、金網と鉄筋トラスとが金網の上面において硬化したコンクリートと一体化す
ることで天井スラブ構造物が形成されている。
【００１２】
　本発明の天井鉄筋構造材の他の一例として、天井鉄筋構造材では、第１および第２ラチ
ス筋が上端筋に当接して凸状に曲折する凸部から金網に当接して凹状に曲折する凹部に向
かって幅方向外方へ末広がりになり、それらラチス筋の凸部と上端筋とが溶接固定され、
それらラチス筋の中間部と下端筋とが溶接固定されているとともに、それらラチス筋の凹
部と金網とが溶接固定されている。
【００１３】
　本発明の天井鉄筋構造材の他の一例としては、金網が、ラス金網であり、ラス金網が、
幅方向へ所定寸法離間して前後方向へ延びる複数の凸条を有し、第１および第２ラチス筋
の凹部が、ラス金網の凸条に溶接固定されている。
【００１４】
　本発明の天井鉄筋構造材の他の一例としては、第１および第２ラチス筋の凹部が、ラス
金網の上面と並行するように幅方向外方へ屈曲してラス金網の凸条の２箇所に当接する屈
曲部分を有し、屈曲部分が、ラス金網の凸条の２箇所に溶接固定されている。
【００１５】
　本発明の天井鉄筋構造材の他の一例としては、天井仕上げボードが、木質系化粧ボード
、合成樹脂系化粧ボード、無機質系化粧ボード、金属系化粧ボードのいずれかまたはそれ
らを組み合わせた複合化粧ボードである。
【００１６】
　前記課題を解決するための本発明の第２の前提は、建造物の鉄筋コンクリート製の外壁
構造物を構成する外壁鉄筋構造材である。
【００１７】
　前記第２の前提における本発明の外壁鉄筋構造材の特徴は、外壁鉄筋構造材が、上下方
向へ延びる所定面積の金網と、金網の前面に設置された鉄筋トラスと、金網の後面に設置
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された内装ボードと、所定の接着機能を有して金網と内装ボードとを固着する発泡ウレタ
ンとから形成され、鉄筋トラスが、金網の前面から前方へ離間して上下方向へ延びる上端
筋と、金網と上端筋との間に位置して上下方向へ延びる一対の下端筋と、金網と上端筋と
の間に位置して前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延びる一対の第１およ
び第２ラチス筋とを有し、鉄筋トラスの上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とのう
ちの少なくとも１つが、建造物の基礎から上方へ延びる基礎鉄筋に連結されることにある
。
【００１８】
　本発明の外壁鉄筋構造材の一例としては、金網の前面に所定の被り寸法でコンクリート
が打設され、金網と鉄筋トラスとが金網の前面において硬化したコンクリートと一体化す
ることで外壁構造物が形成されている。
【００１９】
　本発明の外壁鉄筋構造材の他の一例として、外壁鉄筋構造材では、第１および第２ラチ
ス筋が上端筋に当接して凸状に曲折する凸部から金網に当接して凹状に曲折する凹部に向
かって幅方向外方へ末広がりになり、それらラチス筋の凸部と上端筋とが溶接固定され、
それらラチス筋の中間部と下端筋とが溶接固定されているとともに、それらラチス筋の凹
部と金網とが溶接固定されている。
【００２０】
　本発明の外壁鉄筋構造材の他の一例としては、金網が、ラス金網であり、ラス金網が、
幅方向へ所定寸法離間して上下方向へ延びる複数の凸条を有し、第１および第２ラチス筋
の凹部が、ラス金網の凸条に溶接固定されている。
【００２１】
　本発明の外壁鉄筋構造材の他の一例としては、第１および第２ラチス筋の凹部が、ラス
金網の前面と並行するように幅方向外方へ屈曲してラス金網の凸条の２箇所に当接する屈
曲部分を有し、屈曲部分が、ラス金網の凸条の２箇所に溶接固定されている。
【００２２】
　本発明の外壁鉄筋構造材の他の一例としては、内装ボードが、木質系化粧ボード、合成
樹脂系化粧ボード、無機質系化粧ボード、金属系化粧ボードのいずれかまたはそれらを組
み合わせた複合化粧ボードである。
【００２３】
　前記課題を解決するための本発明の第３の前提は、建造物の基礎に連結された鉄筋コン
クリート製の外壁構造物と、外壁構造物の頂部に連結された鉄筋コンクリート製の天井ス
ラブ構造物とから形成された建造物である。
【００２４】
　前記第３の前提における本発明の建造物の特徴は、外壁構造物が、基礎から上方へ延び
ていて基礎の幅方向へ並ぶ複数の第１外壁鉄筋構造材と、第１外壁鉄筋構造材の内側に位
置して第１外壁鉄筋構造材に対向し、基礎から上下方向へ延びていて基礎の幅方向へ並ぶ
複数の第２外壁鉄筋構造材と、第１および第２外壁鉄筋構造材の間のスペースに打設され
たコンクリートとから形成され、第１外壁鉄筋構造材が、上下方向へ延びる所定面積の第
１金網と、第１金網の後方に位置して第１金網の対向面に設置された第１鉄筋トラスと、
第１金網の前方に位置して第１金網の非対向面に設置された外断熱材と、所定の接着機能
を有して第１金網と外断熱材とを固着する発泡ウレタンとを備え、第２外壁鉄筋構造材が
、上下方向へ延びる所定面積の第２金網と、第２金網の前方に位置して第２金網の対向面
に設置された第２鉄筋トラスと、第２金網の後方に位置して第２金網の非対向面に設置さ
れた内装ボードと、所定の接着機能を有して第２金網と内装ボードとを固着する発泡ウレ
タンとを備え、第１鉄筋トラスが、第１金網の対向面から後方へ離間して上下方向へ延び
る上端筋と、第１金網と上端筋との間に位置して上下方向へ延びる一対の下端筋と、第１
金網と上端筋との間で前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延びる一対の第
１および第２ラチス筋とを有し、第２鉄筋トラスが、第２金網の対向面から前方へ離間し
て上下方向へ延びていて、幅方向へ隣接する第１鉄筋トラスの間に位置する上端筋と、第
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２金網と上端筋との間に位置して上下方向へ延びていて、幅方向へ隣接する第１鉄筋トラ
スの間に位置する下端筋と、幅方向へ隣接する第１鉄筋トラスの間に位置して第２金網と
上端筋との間で前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延びる一対の第１およ
び第２ラチス筋とを有し、天井スラブ構造物が、天井に敷設されて天井の幅方向へ並ぶ複
数の天井鉄筋構造材と、天井鉄筋構造材の上面に所定の被り寸法で打設されたコンクリー
トとから形成され、天井鉄筋構造材が、前後方向へ延びる所定面積の金網と、金網の上面
に設置された複数の鉄筋トラスと、金網の下面に設置された天井仕上げボードと、所定の
接着機能を有して金網と天井仕上げボードとを固着する発泡ウレタンとを備え、それら鉄
筋トラスが、金網の上面から上方へ離間して前後方向へ延びる上端筋と、金網と上端筋と
の間に位置して前後方向へ延びる一対の下端筋と、金網と上端筋との間で上下方向へ波状
に曲折を繰り返しながら前後方向へ延びる一対の第１および第２ラチス筋とを有し、外壁
構造物では、第１鉄筋トラスの上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とのうちの少な
くとも１つが基礎から上方へ延びる基礎鉄筋に連結され、第２鉄筋トラスの上端筋と下端
筋と第１および第２ラチス筋とのうちの少なくとも１つが基礎から上方へ延びる基礎鉄筋
に連結され、第１および第２金網と第１および第２鉄筋トラスとがスペースにおいて硬化
したコンクリートと一体化し、天井スラブ構造物では、金網と鉄筋トラスとが金網の上面
において硬化したコンクリートと一体化していることにある。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明に係る天井鉄筋構造材によれば、それが前後方向へ延びる所定面積の金網と金網
の上面に設置された鉄筋トラスと金網の下面に設置された天井仕上げボードと金網および
天井仕上げボードを固着する発泡ウレタンとから形成され、鉄筋トラスが前後方向へ延び
る上端筋および一対の下端筋と上下方向へ波状に曲折を繰り返しながら前後方向へ延びる
一対の第１および第２ラチス筋とを有するから、金網と鉄筋トラスとが引っ張りに弱いコ
ンクリートを補強する鉄筋となり、天井鉄筋構造材を使用することで鉄筋コンクリート製
の強固な天井スラブ構造物を作ることができ、高い強度を有する頑丈な天井スラブ構造物
を備えた建造物を施工することができる。天井鉄筋構造材は、それを利用して構築された
天井スラブ構造物が高い強度を有し、天井スラブ構造物の安全性を確実に確保することが
できるから、地震による激しい揺れに耐えることができ、地震の激しい揺れによる天井ス
ラブ構造物の崩壊を防ぐことができる。天井鉄筋構造材は、金網の下面に設置された天井
仕上げボードを備え、所定の接着機能を有する発泡ウレタンによって金網と天井仕上げボ
ードとが固着され、金網の上面にコンクリートが打設された場合、金網と天井仕上げボー
ドとが硬化したコンクリートと一体になるから、天井仕上げボードを金網の下面に確実に
固定することができ、地震や天井スラブ構造物の経年劣化による天井仕上げ材の落下を防
ぐことができる。天井鉄筋構造材は、金網の下面に設置された天井仕上げボードを天井仕
上げ材として利用することができるから、施工された天井スラブ構造物の下面に天井仕上
げ材を別途設置するための天井仕上げ工事を省くことができ、天井仕上げ工事のための手
間やコストを省くことができる。
【００２６】
　金網の上面に所定の被り寸法でコンクリートが打設され、金網と鉄筋トラスとが金網の
上面において硬化したコンクリートと一体化することで天井スラブ構造物が形成されてい
る天井鉄筋構造材は、金網と鉄筋トラスとが引っ張りに弱いコンクリートを補強する鉄筋
となり、天井鉄筋構造材を使用することで鉄筋コンクリート製の強固な天井スラブ構造物
を作ることができ、高い強度を有する頑丈な天井スラブ構造物を備えた建造物を施工する
ことができる。天井鉄筋構造材は、金網の上面に所定の被り寸法で打設されたコンクリー
トが優れた遮音性と優れた耐火性とを有するから、建造物の下階や上階の騒音を遮断する
ことができ、火災に強い天井スラブ構造物を有する建造物を施工することができる。
【００２７】
　第１および第２ラチス筋が上端筋に当接して凸状に曲折する凸部から金網に当接して凹
状に曲折する凹部に向かって幅方向外方へ末広がりになり、それらラチス筋の凸部と上端
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筋とが溶接固定され、それらラチス筋の中間部と下端筋とが溶接固定されているとともに
、それらラチス筋の凹部と金網とが溶接固定されている天井鉄筋構造材は、上端筋と第１
および第２ラチス筋の凸部とが溶接固定され、下端筋と第１および第２ラチス筋とが溶接
固定され、第１および第２ラチス筋の凹部と金網とが溶接固定されることで、天井鉄筋構
造材において金網と上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とが一体になるとともに、
金網と上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とがコンクリートを補強する鉄筋となる
から、コンクリートに曲げ引張力や曲げ圧縮力、せん断力が作用したとしても、それら力
によってコンクリートが破損することはなく、天井鉄筋構造材を使用することで鉄筋コン
クリート製の強固な天井スラブ構造物を作ることができ、高い強度を有する頑丈な天井ス
ラブ構造物を備えた建造物を施工することができる。
【００２８】
　金網がラス金網であり、ラス金網が幅方向へ所定寸法離間して前後方向へ延びる複数の
凸条を有し、第１および第２ラチス筋の凹部がラス金網の凸条に溶接固定されている天井
鉄筋構造材は、第１および第２ラチス筋の凹部がラス金網の凸条に溶接固定されることで
、それらラチス筋をラス金網に確実に固定することができ、鉄筋トラスとラス金網との固
定が不用意に解除されることはないから、ラス金網を含む上端筋と下端筋と第１および第
２ラチス筋とがコンクリートを補強する鉄筋となり、コンクリートに曲げ引張力や曲げ圧
縮力、せん断力が作用したとしても、それら力によってコンクリートが破損することはな
く、天井鉄筋構造材を使用することで鉄筋コンクリート製の強固な天井スラブ構造物を作
ることができ、高い強度を有する頑丈な天井スラブ構造物を備えた建造物を施工すること
ができる。
【００２９】
　第１および第２ラチス筋の凹部がラス金網の上面と並行するように幅方向外方へ屈曲し
てラス金網の凸条の２箇所に当接する屈曲部分を有し、屈曲部分がラス金網の凸条の２箇
所に溶接固定されている天井鉄筋構造材は、第１および第２ラチス筋の凹部の屈曲部分が
ラス金網の凸条の２箇所に溶接固定されることで、それらラチス筋をラス金網に確実に固
定することができ、鉄筋トラスとラス金網との固定が不用意に解除されることはないから
、ラス金網を含む上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とがコンクリートを補強する
鉄筋となり、コンクリートに曲げ引張力や曲げ圧縮力、せん断力が作用したとしても、そ
れら力によってコンクリートが破損することはなく、天井鉄筋構造材を使用することで鉄
筋コンクリート製の強固な天井スラブ構造物を作ることができ、高い強度を有する頑丈な
天井スラブ構造物を備えた建造物を施工することができる。
【００３０】
　天井仕上げボードが木質系化粧ボード、合成樹脂系化粧ボード、無機質系化粧ボード、
金属系化粧ボードのいずれかまたはそれらを組み合わせた複合化粧ボードである天井鉄筋
構造材は、天井仕上げボードとしてそれら化粧ボードのいずれかまたはそれら化粧ボード
を組み合わせた複合化粧ボードを使用することで、強固な天井スラブ構造物とともに室内
側に露出する見端のよい天井仕上げ材をあわせて施工することができる。天井鉄筋構造材
は、それら化粧ボードや複合化粧ボードを天井仕上げ材として利用することができるから
、施工された天井スラブ構造物の下面に天井仕上げ材を別途設置するための天井仕上げ材
工事を省くことができ、天井仕上げ工事のための手間やコストを省くことができる。
【００３１】
　本発明に係る外壁鉄筋構造材によれば、上下方向へ延びる所定面積の金網と金網の前面
に設置された鉄筋トラスと金網の後面に設置された内装ボードと金網および内装ボードを
固着する発泡ウレタンとから形成され、鉄筋トラスが上下方向へ延びる上端筋および一対
の下端筋と前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延びる一対の第１および第
２ラチス筋とを有するから、鉄板ベースと鉄筋トラスとが引っ張りに弱いコンクリートを
補強する鉄筋となり、外壁鉄筋構造材を使用することで鉄筋コンクリート製の強固な外壁
構造物を作ることができ、高い強度を有する頑丈な外壁構造物を備えた建造物を施工する
ことができる。外壁鉄筋構造材は、それを利用して構築された外壁構造物が高い強度を有
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し、外壁構造物の安全性を確実に確保することができるから、地震による激しい揺れや津
波の水圧に十分に耐えることができ、地震の激しい揺れによる外壁構造物の崩壊を防ぐこ
とができるとともに、津波による建造物の流失を防ぐことができる。外壁鉄筋構造材は、
鉄筋トラスの上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とのうちの少なくとも１つが建造
物の基礎から上方へ延びる基礎鉄筋に連結されるから、建造物の基礎と一体になった優れ
た強度の外壁構造物を作ることができ、強い衝撃に十分に耐えることが可能な外壁構造物
を備えた建造物を施工することができる。外壁鉄筋構造材は、金網の後面に設置された内
装ボードを内装材として利用することができるから、施工された外壁構造物の後面に内装
材を別途設置するための内装工事を省くことができ、内装工事のための手間やコストを省
くことができる。
【００３２】
　金網の前面に所定の被り寸法でコンクリートが打設され、金網と鉄筋トラスとが金網の
前面において硬化したコンクリートと一体化することで外壁構造物が形成されている外壁
鉄筋構造材は、金網と鉄筋トラスとが引っ張りに弱いコンクリートを補強する鉄筋となり
、外壁鉄筋構造材を使用することで鉄筋コンクリート製の強固な外壁構造物を作ることが
でき、高い強度を有する頑丈な外壁構造物を備えた建造物を施工することができる。外壁
鉄筋構造材は、金網の前面に所定の被り寸法で打設されたコンクリートが優れた遮音性と
優れた耐火性とを有するから、建造物の周囲の騒音を遮断することができ、火災に強い外
壁構造物を備えた建造物を施工することができる。
【００３３】
　第１および第２ラチス筋が上端筋に当接して凸状に曲折する凸部から金網に当接して凹
状に曲折する凹部に向かって幅方向外方へ末広がりになり、それらラチス筋の凸部と上端
筋とが溶接固定され、それらラチス筋の中間部と下端筋とが溶接固定されているとともに
、それらラチス筋の凹部と金網とが溶接固定されている外壁鉄筋構造材は、上端筋と第１
および第２ラチス筋の凸部とが溶接固定され、下端筋と第１および第２ラチス筋とが溶接
固定され、第１および第２ラチス筋の凹部と金網とが溶接固定されることで、外壁鉄筋構
造材において金網と上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とが一体になるとともに、
金網と上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とがコンクリートを補強する鉄筋となる
から、コンクリートに曲げ引張力や曲げ圧縮力、せん断力が作用したとしても、それら力
によってコンクリートが破損することはなく、外壁鉄筋構造材を使用することで鉄筋コン
クリート製の強固な外壁構造物を作ることができ、高い強度を有する頑丈な外壁構造物を
備えた建造物を施工することができる。
【００３４】
　金網がラス金網であり、ラス金網が幅方向へ所定寸法離間して上下方向へ延びる複数の
凸条を有し、第１および第２ラチス筋の凹部がラス金網の凸条に溶接固定されている外壁
鉄筋構造材は、第１および第２ラチス筋の凹部がラス金網の凸条に溶接固定されることで
、それらラチス筋をラス金網に確実に固定することができ、鉄筋トラスとラス金網との固
定が不用意に解除されることはないから、ラス金網を含む上端筋と下端筋と第１および第
２ラチス筋とがコンクリートを補強する鉄筋となり、コンクリートに曲げ引張力や曲げ圧
縮力、せん断力が作用したとしても、それら力によってコンクリートが破損することはな
く、外壁鉄筋構造材を使用することで鉄筋コンクリート製の強固な外壁構造物を作ること
ができ、高い強度を有する頑丈な外壁構造物を備えた建造物を施工することができる。
【００３５】
　第１および第２ラチス筋の凹部がラス金網の前面と並行するように幅方向外方へ屈曲し
てラス金網の凸条の２箇所に当接する屈曲部分を有し、屈曲部分がラス金網の凸条の２箇
所に溶接固定されている外壁鉄筋構造材は、第１および第２ラチス筋の凹部の屈曲部分が
ラス金網の凸条の２箇所に溶接固定されることで、それらラチス筋をラス金網に確実に固
定することができ、鉄筋トラスとラス金網との固定が不用意に解除されることはないから
、ラス金網を含む上端筋と下端筋と第１および第２ラチス筋とがコンクリートを補強する
鉄筋となり、コンクリートに曲げ引張力や曲げ圧縮力、せん断力が作用したとしても、そ
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れら力によってコンクリートが破損することはなく、外壁鉄筋構造材を使用することで鉄
筋コンクリート製の強固な外壁構造物を作ることができ、高い強度を有する頑丈な外壁構
造物を備えた建造物を施工することができる。
【００３６】
　内装ボードが木質系化粧ボード、合成樹脂系化粧ボード、無機質系化粧ボード、金属系
化粧ボードのいずれかまたはそれらを組み合わせた複合化粧ボードである外壁鉄筋構造材
は、内装ボードとしてそれら化粧ボードのいずれかまたはそれら化粧ボードを組み合わせ
た複合化粧ボードを使用することで、強固な外壁構造物とともに室内側に露出する見端の
よい内装材をあわせて施工することができる。外壁鉄筋構造材は、それら化粧ボードや複
合化粧ボードを内装材として利用することができるから、施工された外壁構造物の後面に
内装材を別途設置するための内装工事を省くことができ、内装工事のための手間やコスト
を省くことができる。
【００３７】
　本発明に係る建造物によれば、天井スラブ構造物が天井に敷設された複数の天井鉄筋構
造材と天井鉄筋構造材の上面に打設されたコンクリートとから形成され、天井鉄筋構造材
が所定面積の金網と金網の上面に設置された鉄筋トラスと金網の下面に設置された天井仕
上げボードと、金網および天井仕上げボードを固着する発泡ウレタンとを備え、天井鉄筋
構造材およびコンクリートから作られた鉄筋コンクリート製の天井スラブ構造物が高い強
度を有するから、天井スラブ構造物の安全性を確実に確保することができる。建造物は、
外壁構造物が基礎から上方へ延びる複数の第１および第２外壁鉄筋構造材と第１および第
２外壁鉄筋構造材の間のスペースに打設されたコンクリートとから形成され、第１外壁鉄
筋構造材が所定面積の第１金網と第１金網の対向面に設置された第１鉄筋トラスと第１金
網の非対向面に設置された外断熱材と第１金網および外断熱材を固着する発泡ウレタンと
を備え、第２外壁鉄筋構造材が所定面積の第２金網と第２金網の対向面に設置された第２
鉄筋トラスと第２金網の非対向面に設置された内装ボードと第２金網および内装ボードを
固着する発泡ウレタンとを備え、第１および第２外壁鉄筋構造材とコンクリートとから作
られた鉄筋コンクリート製の外壁構造物が高い強度を有するから、外壁構造物の安全性を
確実に確保することができる。建造物は、地震による激しい揺れや津波の水圧に十分に耐
えることが可能であり、地震の激しい揺れによる天井の崩落を防ぐことができるとともに
、地震による崩壊を防ぐことができ、津波による流失を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】一例として示す天井鉄筋構造材の斜視図。
【図２】図１の天井鉄筋構造材の正面図。
【図３】一例として示す天井スラブ構造物の側面図。
【図４】天井スラブ構造物の下面図。
【図５】一例として示す第１外壁鉄筋構造材の斜視図。
【図６】一例として示す第２外壁鉄筋構造材の斜視図。
【図７】一例として示す外壁構造物の側面図。
【図８】外壁構造物の正面図。
【図９】外壁構造物の背面図。
【図１０】外断熱材を設置する前の第１および第２外壁鉄筋構造材の側面図。
【図１１】コンクリートを打設する前の第１および第２外壁鉄筋構造材の側面図。
【図１２】コンクリートを打設した後の第１および第２外壁鉄筋構造材の側面図。
【図１３】コンクリートを打設する前の天井鉄筋構造材の側面図。
【図１４】天井鉄筋構造材と第１および第２外壁鉄筋構造材との連結の一例を示す図。
【図１５】他の一例として示す天井鉄筋構造材の斜視図。
【図１６】図１５の天井鉄筋構造材の正面図。
【図１７】コンクリートを打設する前の天井鉄筋構造材の側面図。
【図１８】天井スラブ構造物の側面図。
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【図１９】他の一例として示す天井鉄筋構造材の斜視図。
【図２０】図１９の天井鉄筋構造材の正面図。
【図２１】他の一例として示す天井鉄筋構造材の斜視図。
【図２２】発泡ウレタンを充填する以前の状態で示す天井鉄筋構造材の斜視図。
【図２３】図２１の天井鉄筋構造材の正面図。
【図２４】天井鉄筋構造材によって作られた天井スラブ構造物の側面図。
【図２５】天井鉄筋構造材によって作られた天井スラブ構造物の下面図。
【図２６】一例として示す第１外壁鉄筋構造材の斜視図。
【図２７】一例として示す第２外壁鉄筋構造材４３Ｂの斜視図。
【図２８】他の一例として示す第１外壁鉄筋構造材の斜視図。
【図２９】他の一例として示す第２外壁鉄筋構造材の斜視図。
【図３０】第１および第２外壁鉄筋構造材よって作られた外壁構造物の側面図。
【図３１】コンクリートを打設する前の第１および第２外壁鉄筋構造材の側面図。
【図３２】コンクリートを打設した後の第１および第２外壁鉄筋構造材の側面図。
【図３３】コンクリートを打設する前の天井鉄筋構造材の側面図。
【図３４】第１および第２外壁鉄筋構造材と天井鉄筋構造材との連結の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　一例として示す天井鉄筋構造材１４Ａの斜視図である図１等の添付の図面を参照し、本
発明に係る天井鉄筋構造材の詳細を説明すると、以下のとおりである。なお、図２は、天
井鉄筋構造材１４Ａの正面図であり、図３は、天井鉄筋構造材１４Ａを使用して作られた
一例として示す天井スラブ構造物１０Ａの側面図である。図４は、天井鉄筋構造材１４Ａ
を使用して作られた天井スラブ構造物１０Ａの下面図である。図１，２では、前後方向を
矢印Ｘ、幅方向を矢印Ｙで示し、上下方向を矢印Ｚで示す。
【００４０】
　天井鉄筋構造材１４Ａは、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅（建造物）の鉄筋コンクリ
ート製の天井スラブ構造物１０Ａの構築に使用される。天井スラブ構造物１０Ａは、天井
鉄筋構造材１４Ａ（天井鉄筋構造材１４Ｂ，１４Ｃを含む）から作られた戸建て住宅（２
階建て住宅や３階建て住宅）の鉄筋コンクリート製の外壁構造物１２Ａ（外壁構造物１２
Ｂ，１２Ｃを含む）（外壁１３）の上（頂部３０）に設置（連結）され、戸建て住宅の天
井１１として使用される。天井スラブ構造物１０Ａは、複数の天井鉄筋構造材１４Ａと、
天井鉄筋構造材１４Ａの上面に打設されたコンクリート１５とから形成されている。なお
、建造物には、戸建て住宅の他に、低層階ビルや中層階ビル、地下室、倉庫、車庫等のあ
らゆる建造物が含まれる。
【００４１】
　それら天井鉄筋構造材１４Ａは、前後方向へ長く、戸建て住宅の天井１１に敷設されて
幅方向へ並んでいる。それら天井鉄筋構造材１４Ａは、前後方向へ延びる所定面積の鉄板
ベース１６と、鉄板ベース１６の上面２０に設置された複数の鉄筋トラス１７と、鉄板ベ
ース１６の下面２１（室内側）に設置された天井仕上げボード１８と、天井仕上げボード
１８を鉄板ベース１６に固定する複数の固定ボルト１９とから形成されている。
【００４２】
　鉄板ベース１６は、フラットな上面２０およびフラットな下面２１を有するとともに、
前後方向へ延びる両側縁部２２と幅方向へ延びる両端縁部２３とを有する。鉄板ベース１
６の両側縁部２２の間には、前後方向へ延びるとともに鉄板ベース１６の上面２０から上
方へ凸となる複数の凸条２４（縦条）が形成されている。それら凸条２４は、鉄板ベース
１６を折り曲げることから作られている。幅方向へ隣り合う鉄筋トラス１７の間に延びる
鉄板ベース１６の第１部位２５と鉄筋トラス１７の後記する下端筋３２の間に延びる鉄板
ベース１６の第２部位２６と両側縁部２２とには、ボルト螺着孔２７が作られている。
【００４３】
　鉄板ベース１６の一方の側縁部２２には、第１係合部２８が作られ、鉄板ベース１６の
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他方の側縁部２２には、第２係合部２９が作られている。第１係合部２８は、鉄板ベース
１６の一方の側縁部２２を鉄板ベース１６の上面２０に向かって折り曲げることから作ら
れている。第２係合部２９は、鉄板ベース１６の他方の側縁部２２を鉄板ベース１６の下
面２１に向かって折り曲げることから作られている。
【００４４】
　各鉄板ベース１６は、一方の鉄板ベース１６の第１係合部２８に他方の鉄板ベース１６
の第２係合部２９が嵌め込まれ、それら係合部２８，２９どうしが互いに係合することで
、各鉄板ベース１６が幅方向へつながっている。それら鉄板ベース１６は、隣り合う鉄板
ベース１６どうしが連結された状態で幅方向へ並んでいる。なお、戸建て住宅の外壁１３
の頂部３０に位置する（載置された）鉄板ベース１６の両側縁部２２には、第１および第
２係合部２８，２９が作られておらず、フラット（平坦）である。鉄板ベース１６の縦横
寸法や厚み寸法、面積に特に制限はなく、縦横寸法や厚み寸法、面積を自由に選択するこ
とができる。
【００４５】
　それら鉄筋トラス１７は、鉄板ベース１６の上面２０に配置され、幅方向へ所定寸法離
間しつつ幅方向へ平行して並ぶとともに、前後方向へ延びている。１つの鉄板ベース１６
に２つの鉄筋トラス１７が配置固定されているが、１つの鉄板ベース１６に配置する鉄筋
トラス１７の数に特に制限はなく、鉄板ベース１６の面積や鉄筋トラス１７の大きさ等に
応じて鉄板ベース１６に配置する鉄筋トラス１７の数を自由に選択することができる。
【００４６】
　それら鉄筋トラス１７は、１本の上端筋３１と２本（一対）の下端筋３２と２本（一対
）の第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂとから組み立てられている。鉄筋トラス１７
の上端筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂのうちの少なくとも
１つ（好ましくは下端筋３２と第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）には、幅方向へ
延びていて上下方向へ並ぶ複数の補強筋３４（横筋やフープ筋等）（図１０参照）が結束
線（針金）（図示せず）によって連結されている。
【００４７】
　上端筋３１は、鉄を延伸した鉄棒から作られ、その周面に複数の節（リブ）を有する異
形金属棒（異形鉄筋）が使用されている。上端筋３１は、幅方向に隣り合う（隣接する）
凸条２４の間に位置し、鉄板ベース１６の上面２０から上方へ所定寸法離間して前後方向
へ直状に延びている。各鉄筋トラス１７において幅方向へ並ぶ上端筋３１の前後方向の長
さ寸法は略同一であり、それら上端筋３１が幅方向へ所定寸法離間しつつ、幅方向へ並行
して並んでいる。
【００４８】
　それら下端筋３２は、鉄を延伸した鉄棒から作られ、その周面に複数の節（リブ）を有
する異形金属棒（異形鉄筋）が使用されている。下端筋３２は、幅方向に隣り合う（隣接
する）凸条２４の間に位置（凸条２４から内側へ所定寸法離間して位置）するとともに、
それらラチス筋３３ａ，３３ｂの幅方向外方に位置し、上端筋３１の側方であって上端筋
３１の幅方向両側に位置している。それら下端筋３２は、鉄板ベース１６の上面２０から
上方へ所定寸法離間して前後方向へ直状に延びている。各鉄筋トラス１７において幅方向
へ並ぶ下端筋３２の前後方向の長さ寸法は略同一であり、それら下端筋３２が幅方向へ所
定寸法離間しつつ、幅方向へ並行して並んでいる。
【００４９】
　第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂは、鉄を延伸した鉄棒から作られている。それ
らラチス筋３３ａ，３３ｂは、幅方向に隣り合う（隣接する）凸条２４の間に位置（凸条
２４から内側へ所定寸法離間して位置）するとともに、鉄板ベース１６の上面２０と上端
筋３１との間に位置し、上下方向へ波状に曲折（起伏）を繰り返しながら前後方向へ延び
ている。それらラチス筋３３ａ，３３ｂは、上端筋３１の側に位置する凸部３５と、鉄板
ベース１６の上面２０の側に位置する凹部３６と、凸部３５および凹部３６の間において
前後方向へ傾斜して延びる中間部３７とを有する。
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【００５０】
　第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂの上下方向へ波状に曲折を繰り返す角度は一定
であり、単位長さ（たとえば１ｍ）当たりのラチス筋３３ａ，３３ｂの曲折を繰り返す回
数は同一である。ラチス筋３３ａ，３３ｂの上下方向へ波状に曲折を繰り返す角度は自由
に変えることができ、その角度を調節（単位長さ当たりのラチス筋３３ａ，３３ｂの曲折
を繰り返す回数を調節）することで、ラチス筋３３ａ，３３ｂの凸部３５どうしの前後方
向の離間寸法を調節することができ、ラチス筋３３ａ，３３ｂの凹部３６どうしの前後方
向の離間寸法を調節することができる。
【００５１】
　第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂは、上端筋３１を挟んで幅方向へ対称型に配置
されている。したがって、幅方向に並ぶそれらラチス筋３３ａ，３３ｂの凸部３５どうし
の位置が一致し、中間部３７どうしの位置が一致しているとともに、凹部３６どうしの位
置が一致している。それらラチス筋３３ａ，３３ｂは、前後方向に隣り合う（隣接する）
凸部３５どうしの離間寸法が等しく、凸部３５が前後方向へ等間隔で並んでいるとともに
、前後方向に隣り合う（隣接する）凹部３６どうしの離間寸法が等しく、凹部３６が前後
方向へ等間隔で並んでいる。
【００５２】
　第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂは、図２に示すように、鉄板ベース１６に対し
て垂直ではなく、鉄板ベース１６に対して所定角度で傾斜し、その凸部３５から凹部３６
に向かって幅方向外方へ末広がりになっている。それらラチス筋３３ａ，３３ｂの傾斜角
度について特に制限はなく、その傾斜角度を自由に変えることができる。それらラチス筋
３３ａ，３３ｂの凸部３５は、凸状に折り曲げられ、上方へ向かって凸となるように曲折
している。それら凸部３５は、上端筋３１の周面に当接し、凸部３５のうちの上端筋３１
と交差する部分（交差箇所）が上端筋３１にスポット溶接によって溶着（固定）されてい
る。
【００５３】
　第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂの中間部３７は、下端筋３２の幅方向内方（内
側）に位置し、中間部３７のうちの下端筋３２と交差当接する部分（交差箇所）が下端筋
３２にスポット溶接によって溶着（固定）されている。それらラチス筋３３ａ，３３ｂの
凹部３６は、凹状に折り曲げられ、下方へ向かって凹となるように曲折しつつ、鉄板ベー
ス１６の前面と並行するように幅方向外方へ折り曲げられている（幅方向外方へ屈曲して
いる）。凹部３６は、幅方向外方へ折り曲げられて幅方向へ延びる屈曲部分３８を有する
。
【００５４】
　それら屈曲部分３８は、幅方向外方へ向かって凸となるように弧を画き、鉄板ベース１
６の凸条２４に位置している。屈曲部分３８は、鉄板ベース１６の凸条２４と２箇所で交
差当接し、凸条２４と交差する部分（交差箇所）がスポット溶接によって凸条２４に溶着
（固定）されている。天井鉄筋構造材１４Ａでは、ラチス筋３３ａ，３３ｂの凹部３６が
幅方向外方へ折り曲げられておらず、凹部３６に屈曲部分３８が作られていなくてもよい
。この場合、ラチス筋３３ａ，３３ｂの凹部３６が凸条２４と１箇所に交差当接し、凸条
２４と交差する凹部３６の部分（交差箇所）がスポット溶接によって凸条２４に溶着（固
定）される。
【００５５】
　上端筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂは、それらの太さに
ついて特に制限はなく、施工する天井１１の大きさや天井１１に必要な強度等に合わせて
上端筋３１や下端筋３２、ラチス筋３３ａ，３３ｂの太さを自由に変えることができる。
上端筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂは鉄から作られている
が、鉄以外の金属から作ることもできる。また、上端筋３１や下端筋３２、ラチス筋３３
ａ，３３ｂが鉄から作られている場合は、それらにメッキ等の防錆処理が施されていても
よい。
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【００５６】
　上端筋３１とラチス筋３３ａ，３３ｂの凸部３５とのスポット溶接や下端筋３２とラチ
ス筋３３ａ，３３ｂの中間部３７とのスポット溶接では、図示はしていないが、電極と移
動機構とを備えた自動溶接機が使用される。自動溶接機によるスポット溶接の一例は、上
端筋３１およびラチス筋３３ａ，３３ｂの凸部３５を各電極で挟み込み、下端筋３２およ
びラチス筋３３ａ，３３ｂの中間部３７を各電極で挟み込みつつ、それら電極で上端筋３
１と凸部３５とを押圧するとともに、それら電極で下端筋３２と中間部３７とを押圧し、
それら電極に所定の電流を流す（所定の電圧を印可する）。
【００５７】
　それら電極から流れた電流は、上端筋３１とラチス筋３３ａ，３３ｂの凸部３５とに流
れ、上端筋３１および凸部３５を加熱溶融するとともに、下端筋３２とラチス筋３３ａ，
３３ｂの中間部３７とに流れ、下端筋３２および中間部３７を加熱溶融する。次に、それ
ら電極が上端筋３１および凸部３５から離間するとともに、電極が下端筋３２および中間
部３７から離間し、上端筋３１および凸部３５や下端筋３２および中間部３７が自然に冷
却され、上端筋３１と凸部３５とが溶着するとともに、下端筋３２と中間部３７とが溶着
する。上端筋３１と凸部３５とをスポット溶接し、下端筋３２と中間部３７とをスポット
溶接することで、鉄筋トラス１７が作られる。
【００５８】
　鉄板ベース１６の凸条２４とラチス筋３３ａ，３３ｂの凹部３６の屈曲部分３８との自
動溶接機によるスポット溶接による溶接の一例は、凸条２４および屈曲部分３８を各電極
で挟み込みつつ、それら電極で凸条２４と屈曲部分３８とを押圧し、それら電極に所定の
電流を流す（所定の電圧を印可する）。それら電極から流れた電流は、凸条２４と屈曲部
分３８とに流れ、凸条２４および屈曲部分３８を加熱溶融する。次に、それら電極が凸条
２４および屈曲部分３８から離間し、凸条２４および屈曲部分３８が自然に冷却され、凸
条２４と屈曲部分３８の部分（交差箇所）とが溶着する。
【００５９】
　天井仕上げボード１８は、所定の厚み寸法を有するとともに、鉄板ベース１６と略同一
の面積を有し、その平面形状が前後方向へ長い矩形に成形されている。天井仕上げボード
１８は、戸建て住宅（建造物）の室内に露出する。天井仕上げボード１８の鉄板ベース１
６の第１および第２部位２５，２６や両側縁部２２に作られたボルト螺着孔２７と同一の
位置には、ボルト螺着孔３９が作られている。
【００６０】
　天井仕上げボード１８には、天然木化粧合板や木目合板、プリント合板等の木質系化粧
ボード、ポリエステル化粧板やメラミン化粧板、タップ樹脂化粧板、特殊樹脂化粧板等の
合成樹脂系化粧ボード、石膏ボード（ＧＢ－Ｒ）や化粧石膏ボード（ＧＢ－Ｄ）、不燃積
層石膏ボード（ＧＢ－ＮＣ）、化粧セラミックボード、ロックウール板等の無機質系化粧
ボード、後面に所定のデザインが印刷（プリント）された表面処理鋼板やアルミ化粧ボー
ド、ステンレス化粧ボード等の金属系化粧ボードのいずれかが使用されている。
【００６１】
　また、天井仕上げボード１８には、表面材に表面処理鋼板を使用し、しん材として石膏
ボード、ロックウール化粧吸音板等を張り合わせた複合ボード、表面材に表面処理鋼板を
使用し、しん材として硬質プラスチックフォームを接着させた複合ボード、表面材にアル
ミニウム合金塗装板を使用し、しん材として石膏ボード、ロックウール化粧吸音板等を張
り合わせた複合ボード、表面材にアルミニウム合金塗装板を使用し、しん材として硬質プ
ラスチックフォームを接着させた複合ボード、表面材に塗装ステンレス鋼板を使用し、し
ん材として石膏ボード、ロックウール化粧吸音板などを張り合わせた複合ボード、表面材
に塗装ステンレス鋼板を使用し、しん材として硬質プラスチックフォームを接着させた複
合ボード等の各種の複合ボードが使用されている。
【００６２】
　固定ボルト１９は、鉄を延伸した鉄棒から作られ、頭部４０と螺子が形成された螺子部
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４１とを有する。固定ボルト１９は、その螺子部４１が鉄板ベース１６の第１および第２
部位２５，２６と両側縁部２２とに作られたボルト螺着孔２７と天井仕上げボード１８に
作られたボルト螺着孔３９とに螺着され、天井仕上げボード１８を鉄板ベース１６に固定
している。なお、鉄板ベース１６の下面２１に接着剤（図示せず）が塗布され、天井仕上
げボード１８がその接着剤および固定ボルト１９によって鉄板ベース１６に固定されてい
てもよい。
【００６３】
　固定ボルト１９の螺子部４１の鉄板ベース１６の上面２０から上方への露出寸法Ｌ１は
、鉄板ベース１６の上面２０から鉄筋トラス１７の下端筋３２までの上下寸法Ｌ２と同一
である。なお、露出寸法Ｌ１は、鉄板ベース１６の上面２０から鉄筋トラス１７の上端筋
３１までの上下寸法Ｌ３のうちの少なくとも鉄板ベース１６の上面２０から鉄筋トラス１
７の下端筋３２までの上下寸法Ｌ２と同一であればよい。固定ボルト１９の螺子部４１は
、鉄板ベース１６の上面２０から上方へ露出し、鉄板ベース１６（天井鉄筋構造材１４Ａ
）の上面２０において硬化したコンクリート１５と一体化している。
【００６４】
　図５は、一例として示す第１外壁鉄筋構造材４２Ａの斜視図であり、図６は、一例とし
て示す第２外壁鉄筋構造材４３Ａの斜視図である。図７は、第１および第２外壁鉄筋構造
材４２Ａ，４３Ａを使用して作られた一例として示す外壁構造物１２Ａの側面図であり、
図８は、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａを使用して作られた外壁構造物１
２Ａの正面図である。図９は、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａを使用して
作られた外壁構造物１２Ａの背面図である。図５～図７では、前後方向を矢印Ｘ、幅方向
を矢印Ｙで示し、上下方向を矢印Ｚで示す。
【００６５】
　第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａは、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅（
建造物）の鉄筋コンクリート製の外壁構造物１２Ａの構築に使用される。外壁構造物１２
Ａは、戸建て住宅（２階建て住宅や３階建て住宅）の基礎４６に連結され、戸建て住宅の
外壁１３として使用される。外壁構造物１２Ａは、複数の第１外壁鉄筋構造材４２Ａと、
第１外壁鉄筋構造材４２Ａの内側（室内側）に位置して第１外壁鉄筋構造材４２Ａに対向
する複数の第２外壁鉄筋構造材４３Ａと、複数本のセパレーター４４と、第１および第２
外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａの間のスペース４５に打設されたコンクリート１５とから
形成されている。第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａは、上下方向へ長く、鉄
筋コンクリート造の戸建て住宅の基礎４６に連結されている。第１および第２外壁鉄筋構
造材４２Ａ，４３Ａは、基礎４６から上方へ延びるとともに、幅方向へ並んでいる。
【００６６】
　それら第１外壁鉄筋構造材４２Ａは、上下方向へ延びる所定面積の第１鉄板ベース１６
ａと、第１鉄板ベース１６ａの後方（室内側）に位置して第１鉄板ベース１６ａの対向面
４７（後面）に設置された複数の第１鉄筋トラス１７ａと、第１鉄板ベース１６ａの前方
（室外側）に位置して第１鉄板ベース１６ａの非対向面４８（前面）に設置された外断熱
材４９とから形成されている。それら第２外壁鉄筋構造材４３Ａは、上下方向へ延びる所
定面積の第２鉄板ベース１６ｂと、第２鉄板ベース１６ｂの前方（室外側）に位置して第
２鉄板ベース１６ｂの対向面５０（前面）に設置された第２鉄筋トラス１７ｂと、第２鉄
板ベース１６ｂの後方（室内側）に位置して第２鉄板ベース１６ｂの非対向面５１（後面
）に設置された内装ボード５２とから形成されている。
【００６７】
　第１および第２鉄板ベース１６ａ，１６ｂは、フラットな対向面４７，５０およびフラ
ットな非対向面４８，５１を有するとともに、上下方向へ延びる両側縁部２２と幅方向へ
延びる両端縁部２３とを有する。第１および第２鉄板ベース１６ａ，１６ｂの両側縁部２
２の間には、上下方向へ延びるとともに鉄板ベース１６ａ，１６ｂの対向面４７，５０か
ら前後方向前方へ凸となる複数の凸条２４が形成されている。それら凸条２４は、鉄板ベ
ース１６ａ，１６ｂを折り曲げることから作られている。第１鉄板ベース１６ａの幅方向
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へ隣り合う（隣接する）凸条２４の間（隣り合う（隣接する）鉄筋トラス１７ａの間）に
は、鉄板ベース１６ａの非対向面４８から前方へ延びる複数の連結片５３が形成されてい
る。
【００６８】
　それら連結片５３は、第１鉄板ベース１６ａを切断して作られ、上下方向へ凸となって
延びる切断線と幅方向へ直状に延びる折曲線とに囲繞された鉄板ベース１６ａの部位が連
結片５３を画成している。それら連結片５３は、折曲線を中心に第１鉄板ベース１６ａに
対して略直角に折り曲げられ、鉄板ベース１６ａから前方へ延びている。折り曲げられる
以前の連結片５３（第１鉄板ベース１６ａの部位）は、鉄板ベース１６ａにおいて上下方
向へ延びている。それら連結片５３は、第１鉄板ベース１６ａから前方へ向かうにつれて
次第に先細りの鋭角に成形され、鉄板ベース１６ａの非対向面４８から前方へ延びた状態
で外断熱材４９に突き刺さっている。なお、第２鉄筋構造材４３ａの第２鉄板ベース１６
ｂには、連結片５３が形成されていない。
【００６９】
　第１および第２鉄板ベース１６ａ，１６ｂの一方の側縁部２２には、第１係合部２８が
作られ、他方の側縁部２２には、第２係合部２９が作られている。第１係合部２８や第２
係合部２９は、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの鉄板ベース１６に作られたそれらと同一で
ある。各第１鉄板ベース１６ａは、一方の鉄板ベース１６ａの第１係合部２８に他方の鉄
板ベース１６ａの第２係合部２９が嵌め込まれ、それら係合部２８，２９どうしが互いに
係合することで、鉄板ベース１６ａが幅方向へつながっている。それら第１鉄板ベース１
６ａは、隣り合う第１鉄板ベース１６ａどうしが連結された状態で幅方向へ並んでいる。
各第２鉄板ベース１６ｂは、一方の鉄板ベース１６ｂの第１係合部２８に他方の鉄板ベー
ス１６ｂの第２係合部２９が嵌め込まれ、それら係合部２８，２９どうしが互いに係合す
ることで、鉄板ベース１６ｂが幅方向へつながっている。それら第２鉄板ベース１６ｂは
、隣り合う第２鉄板ベース１６ｂどうしが連結された状態で幅方向へ並んでいる。
【００７０】
　それら第１鉄筋トラス１７ａは、第１鉄板ベース１６ａの対向面４７に配置され、幅方
向へ所定寸法離間しつつ幅方向へ平行して並ぶとともに、上下方向へ延びている。なお、
第１鉄筋トラス１７ａの数に特に制限はなく、第１鉄板ベース１６ａの面積や鉄筋トラス
１７ａの大きさ等に応じて鉄板ベース１６ａに配置する鉄筋トラス１７ａの数を自由に選
択することができる。第１鉄筋トラス１７ａは、第１鉄板ベース１６ａの対向面４７から
後方へ離間して上下方向へ延びる１本の上端筋３１と、第１鉄板ベース１６ａと上端筋３
１との間に位置して上下方向へ延びる２本（一対）の下端筋３２と、第１鉄板ベース１７
ａと上端筋３１との間で前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延びる２本（
一対）の第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂとから組み立てられている。
【００７１】
　それら第２鉄筋トラス１７ｂは、第２鉄板ベース１６ｂの対向面５０に配置され、幅方
向へ所定寸法離間しつつ幅方向へ平行して並ぶとともに、上下方向へ延びている。なお、
第２鉄筋トラス１７ｂの数に特に制限はなく、第２鉄板ベース１６ｂの面積や鉄筋トラス
１７ｂの大きさ等に応じて鉄板ベース１６ｂに配置する鉄筋トラス１７ｂの数を自由に選
択することができる。第２鉄筋トラス１７ｂは、第２鉄板ベース１６ｂの対向面５０から
前方へ離間して上下方向へ延びる１本の上端筋３１と、第２鉄板ベース１６ｂと上端筋３
１との間に位置して上下方向へ延びる２本（一対）の下端筋３２と、第２鉄板ベース１６
ｂと上端筋３１との間で前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延びる２本（
一対）の第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂとから組み立てられている。
【００７２】
　上端筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂは、図１の天井鉄筋
構造材１４Ａの鉄筋トラス１７のそれらと同一であるから、図１と同一の符号を付すとと
もに、図１の説明を援用することで、上端筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋
３３ａ，３３ｂの説明は省略する。上端筋３１およびラチス筋３３ａ，３３ｂの凸部３５
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、下端筋３２およびラチス筋３３ａ，３３ｂの中間部３７、ラチス筋３３ａ，３３ｂの凹
部３６の屈曲部分３８および第１および第２鉄板ベース１６ａ，１６ｂの凸条２４は、既
述の自動溶接機によるスポット溶接によって溶着（固定）されている。
【００７３】
　第１鉄筋トラス１７ａでは、上端筋３１と下端筋３２と第１および第２ラチス筋３３ａ
，３３ｂとのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第１および第２ラチス筋３
３ａ，３３ｂ）が基礎４６から上方へ延びる基礎鉄筋５４に結束線（針金）（図示せず）
によって連結されている。第２鉄筋トラス１７ｂでは、上端筋３１と下端筋３２と第１お
よび第２ラチス筋３３ａ，３３ｂとのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第
１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）が基礎４６から上方へ延びる基礎鉄筋５４に結束
線（図示せず）によって連結されている。さらに、幅方向へ延びていて上下方向へ並ぶ複
数の補強筋３４（横筋やフープ筋等）が第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端
筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂのうちの少なくとも１つに
結束線（図示せず）によって連結されている。
【００７４】
　外壁構造物１２Ａでは、幅方向へ隣り合う（隣接する）第１鉄筋トラス１７ａの間に第
２鉄筋トラス１７ｂが位置し、幅方向へ隣り合う（隣接する）第２鉄筋トラス１７ｂの間
に第１鉄筋トラス１７ａが位置している。第１鉄筋トラス１７ａの上端筋３１は、第２鉄
板ベース１６ｂと第２鉄筋トラス１７ｂの下端筋３２との間であって、幅方向へ隣り合う
（隣接する）第２鉄筋トラス１７ｂの第１ラチス筋３３ａと第２ラチス筋３３ｂとの間に
位置している。第１鉄筋トラス１７ａの上端筋３１と第２鉄板ベース１６ｂとの間には、
スペースが形成されている。
【００７５】
　第２鉄筋トラス１７ｂの上端筋３１は、第１鉄板ベース１６ａと第１鉄筋トラス１７ａ
の下端筋３２との間であって、幅方向へ隣り合う（隣接する）第１鉄筋トラス１７ａの第
１ラチス筋３３ａと第２ラチス筋３３ｂとの間に位置している。第２鉄筋トラス１７ｂの
上端筋３１と第１鉄板ベース１６ａとの間には、スペースが形成されている。第１鉄筋ト
ラス１７ａの下端筋３２は、第２鉄筋トラス１７ｂの上端筋３１の側に位置し、第２鉄筋
トラス１７ｂの下端筋３２は、第１鉄筋トラス１７ａの上端筋３１の側に位置している。
【００７６】
　それら外断熱材４９（ボード状断熱材）は、所定の厚み寸法を有するとともに、第１鉄
板ベース１６ａと略同一の面積を有し、その平面形状が上下方向へ長い矩形に成形されて
いる。それら外断熱材４９は、それら第１外壁鉄筋構造材４２Ａの外側（第１鉄筋ベース
１６ａの直前）に配置され、第１鉄板ベース１６ａに形成された連結片５３の先端部５５
に突き刺さっている。外断熱材４９には、押出発泡ポリスチレンフォーム（スタイロフォ
ーム）（発泡プラスチック）が使用されている。外断熱材１２Ａには、押出発泡ポリエチ
レンフォームの他に、ポリプロピレンフォーム、フェノールフォーム、ＰＥＴ樹脂発泡体
等（発泡プラスチック）を使用することもできる。外断熱材４９の室外側に露出する前面
には、モルタル５５が吹き付けられている。
【００７７】
　内装ボード５２は、所定の厚み寸法を有するとともに、第２鉄板ベース１７ｂと略同一
の面積を有し、その平面形状が上下方向へ長い矩形に成形されている。内装ボード５２に
は、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの天井仕上げボード１８と同一の化粧ボードや複合ボー
ドが使用されている。内装ボード５２は、第２鉄板ベース１６ｂに固定ビス（図示せず）
によって固定され、または、第２鉄板ベース１６ｂに固定ビスと接着剤（図示せず）とに
よって固定され、その後面（化粧面）が室内側に露出する。なお、第２鉄板ベース１６ｂ
と内装ボード５２との間に桟木が配置され、桟木が鉄板ベース１６ｂの非対向面５１に固
定され、内装ボード５２が桟木に固定されることで、内装ボード５２が桟木を介して鉄板
ベース１６ｂの非対向面５１に連結されていてもよい。
【００７８】
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　それらセパレーター４４は、第１外壁鉄筋構造材４２Ａ（外断熱材４９）および第２外
壁鉄筋構造材４３Ａ（内装ボード５２）の所定の部位に設置され、第１外壁鉄筋構造材４
２Ａと第２外壁鉄筋構造材４３Ａとの間のスペース４５に位置して前後方向へ延びている
。セパレーター４４は、互いに対向する第１外壁鉄筋構造材４２Ａと第２外壁鉄筋構造材
４３Ａとを連結し、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａを固定する。コンクリ
ート１５は、スペース４５において硬化し、第１および第２鉄板ベース１６ａ，１６ｂ、
第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端筋３１、下端筋３２、第１および第２ラ
チス筋３３ａ，３３ｂ、補強筋３４、基礎鉄筋５４と一体化している。
【００７９】
　図１０は、外断熱材４９を設置する前の第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａ
の側面図であり、図１１は、コンクリート１５を打設する前の第１および第２外壁鉄筋構
造材４２Ａ，４３Ａの側面図である。図１２は、コンクリート１５を打設した後の第１お
よび第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａの側面図であり、図１３は、コンクリート１５を
打設する前の天井鉄筋構造材１４Ａの側面図である。図１４は、天井鉄筋構造材１４Ａと
第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａとの連結の一例を示す図である。第１およ
び第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａを使用して鉄筋コンクリート製の外壁構造物１２Ａ
（外壁１３）を構築するとともに、天井鉄筋構造材１４Ａを使用して鉄筋コンクリート製
の天井スラブ構造物１０Ａ（天井１１）を構築し、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅（建
造物）を施工する手順の一例を説明すると、以下のとおりである。
【００８０】
　天井仕上げボード１８が固定された複数の天井鉄筋構造材１４Ａや複数の第１外壁鉄筋
構造材４２Ａ、内装ボード５２（桟木を介して固定される場合がある）が固定された複数
の第２外壁鉄筋構造材４３Ａ、複数枚の外断熱材４９が施工現場に搬送されている。外断
熱材４９は、第１鉄板ベース１６ａの大きさにあわせるため、施工現場において所定の大
きさに切断される。なお、施工現場において天井仕上げボード１８を鉄板ベース１６に固
定する固定作業を行う場合があるとともに、施工現場において内装ボード５２を第２鉄板
ベース１６ｂに固定する固定作業を行う場合がある。
【００８１】
　鉄筋コンクリート造の戸建て住宅の基礎４６を施工した後、第１および第２外壁鉄筋構
造材４２Ａ，４３Ａの第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂが上下方向へ延びるよう
に、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａを前後方向に対向させた状態でそれら
外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａを基礎４６の上に載置する。第１外壁鉄筋構造材４２Ａが
室外側に位置し、外断熱材４９が室外側に露出し、第２外壁鉄筋構造材４３Ａが室内側に
位置し、内装ボード５２が室内側に露出する。
【００８２】
　隣り合う一方の第１鉄板ベース１６ａの第１係合部２８と他方の第１鉄板ベース１６ａ
の第２係合部２９とを係合させて第１外壁鉄筋構造材４２Ａを幅方向へ並べ、隣り合う一
方の第２鉄板ベース１６ｂの第１係合部２８と他方の第２鉄板ベース１６ｂの第２係合部
２９とを係合させて第２外壁鉄筋構造材４３Ａを幅方向へ並べる。なお、第１鉄板ベース
１６ａに画成された連結片５３が折曲線を中心に鉄板ベース１６ａに対して略直角に折り
曲げられて鉄板ベース１６ａから前方へ延びている（図１０参照）。
【００８３】
　第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａを幅方向へ並べた後、それら外壁鉄筋構
造材４２Ａ，４３Ａの第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端筋３１や下端筋３
２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋
３２と第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）を基礎４６から上方へ延びる基礎鉄筋５
４に結束線を利用して連結するとともに、複数の補強筋３４を第１および第２鉄筋トラス
１７ａ，１７ｂの上端筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂのう
ちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）
に結束線を利用して連結する。
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【００８４】
　外断熱材４９を第１外壁鉄筋構造材４２Ａの第１鉄筋ベース１６ａの直前（鉄筋ベース
１６ａの非対向面４８）に配置し、外断熱材４９を第１鉄板ベース１６ａの連結片５３の
先端部５５に突き刺すとともに、外断熱材４９（後面）を第１鉄板ベース１６ａの非対向
面４８に塗布された接着剤によって固着し、外断熱材４９を幅方向へ並べる。
【００８５】
　第１外壁鉄筋構造材４２Ａは、第１鉄板ベース１６ａを切断して作られた連結片５３の
先端部５５に外断熱材４９を突き刺すことで、外断熱材４９が鉄板ベース１６ａの連結片
５３に支持されるから、連結片５３を利用して第１外壁鉄筋構造材４２Ａの外側に外断熱
材４９を容易に配置することができるのみならず、外断熱材４９を第１外壁鉄筋構造材４
２Ａの外側に設置するための設置部材を別途用意する必要はなく、設置部材の節約を図る
ことができ、設置工程を少なくすることができる。
【００８６】
　外断熱材４９を配置した後、セパレーター４４を第１外壁鉄筋構造材４２Ａ（外断熱材
４９）および第２外壁鉄筋構造材４３Ａ（内装ボード５２）の所定の部位に設置する。セ
パレーター４４の第１外壁鉄筋構造材４２Ａの側に位置する一端部を第１鉄板ベース１６
ａおよび外断熱材４９に穿孔されたセパ挿通孔に挿通し、一端部に型枠緊結金具５６（フ
ォームタイ（登録商標））を連結する。セパレーター４４のスペース４５に位置する一端
部には、プラスチックコーンが挿通されている。一端部に連結された型枠緊結金具５６を
挟んでその両側に鉄やアルミ、真鍮、合金等の金属から作られた断面形状が円形の一対の
丸パイプ５７（単管パイプ）を配置し、型枠緊結金具５６の座金５８によって丸パイプ５
７を座金５８と外断熱材４９との間に固定する。
【００８７】
　セパレーター４４の第２外壁鉄筋構造材４３Ａの側に位置する他端部を第２鉄板ベース
１６ｂおよび内装ボード５２に穿孔されたセパ挿通孔に挿通し、他端部に型枠緊結金具５
６（フォームタイ）を連結する。セパレーター４４のスペース４５に位置する他端部には
、プラスチックコーンが挿通されている。他端部に連結された型枠緊結金具５６を挟んで
その両側に一対の丸パイプ５７（単管パイプ）を配置し、型枠緊結金具５６の座金５８に
よって丸パイプ５７を座金５８と内装ボード５２との間に固定する。
【００８８】
　それらセパレーター４４によって第１外壁鉄筋構造材４２Ａと第２外壁鉄筋構造材４３
Ａとを連結した後、図１４に示すように、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａ
の頂部３０にアングル材５９を載置固定する。アングル材５９を第１および第２外壁鉄筋
構造材４２Ａ，４３Ａの頂部３０に載置固定した後、アングル材５９の水平部分６１の上
面に天井鉄筋構造材１４Ａの鉄板ベース１６の側縁部２２および端縁部２３を載置し、ボ
ルトおよびナット（図示せず）によって鉄板ベース１６の側縁部２２および端縁部２３を
アングル材５９に固定する。または、アングル材５９に鉄板ベース１６の側縁部２２およ
び端縁部２３を溶接固定する。
【００８９】
　なお、アングル材５９の水平部分６１に載置される鉄板ベース１６の側縁部２２および
端縁部２３には、天井仕上げボード１８は設置されておらず、鉄板ベース１６が露出して
いる。また、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａの頂部３０に位置する鉄板ベ
ース１６には、コンクリート打設用の開口６７が形成されている。開口６７には、連結鉄
筋６０（Ｌ字鉄筋）が配置されている。連結鉄筋６０の開口６７から下方へ延びる部分は
、第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端筋３１と下端筋３２と第１および第２
ラチス筋３３ａ，３３ｂとのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第１および
第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）に結束線（図示せず）によって連結されている。連結鉄筋
６０の天井鉄筋構造材１４Ａに並行して延びる部分は、天井鉄筋構造材１４Ａの鉄筋トラ
ス１７の上端筋３１と下端筋３２と第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂとのうちの少
なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）に結束



(20) JP 6861981 B2 2021.4.21

10

20

30

40

50

線（図示せず）によって連結されている。
【００９０】
　アングル材５９に天井鉄筋構造材１４Ａの鉄板ベース１６を固定すると、戸建て住宅の
１階部分の骨組みが完成する。なお、図示はしていないが、戸建て住宅の２階部分の骨組
みを作るには、１階部分の外壁構造物１２Ａと同一の外壁構造物１２Ａを１階部分の外壁
構造物１２Ａの頂部３０に連結固定するとともに、１階部分の天井鉄筋構造材１４Ａと同
一の天井鉄筋構造材１４Ａを２階部分の外壁構造物１２Ａの頂部３０に連結固定する。戸
建て住宅の３階部分の骨組みを作るには、１階部分の外壁構造物１２Ａと同一の外壁構造
物１２Ａを２階部分の外壁構造物１２Ａの頂部３０に連結固定するとともに、１階部分の
天井鉄筋構造材１４Ａと同一の天井鉄筋構造材１４Ａを３階部分の外壁構造物１２Ａの頂
部３０に連結固定する。
【００９１】
　次に、開口６７から第１外壁鉄筋構造材４２Ａと第２外壁鉄筋構造材４３Ａとの間のス
ペース４５にコンクリート１５を打設するとともに、天井鉄筋構造材１４Ａの鉄板ベース
１６の上面２０に所定の被り寸法でコンクリート１５を打設する。なお、第１外壁鉄筋構
造材４２Ａの所定の箇所には、第１鉄板ベース１６ａと外断熱材４９と貫通するコンクリ
ート打設開口（図示せず）が作られている。アングル材５９の垂直部分６２が天井鉄筋構
造材１４Ａの型枠になり、天井鉄筋構造材１４Ａの周縁からのコンクリート１５の漏れを
防ぐことができる。コンクリート１５を所定期間養生した後（コンクリート１５が硬化し
た後）、型枠緊結金具５６（座金５８を含む）を取り外し、外断熱材４９の前面の全域に
モルタル５５を吹き付けて施工が終了し、鉄筋コンクリート製の外壁構造物１２Ａ（外壁
１３）および鉄筋コンクリート製の天井スラブ構造物１０Ａ（天井１１）が作られる。屋
根を施工することで、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅（建造物）が建造される。
【００９２】
　アングル材５９の垂直部分６２が天井鉄筋構造材１４Ａの型枠になり、外壁構造物１２
Ａの第１外壁鉄筋構造材４２Ａ（第１鉄板ベース１６ａ）と第２外壁鉄筋構造材４３Ａ（
第２鉄板ベース１６ｂ）との間にコンクリート１５を打設するスペース４５が作られるか
ら、ベニヤ板や桟木によってコンクリート１５を打設する型枠を組み立てる必要はなく、
型枠を組み立てるコストや時間を省くことができ、短い工期で外壁構造物１２Ａ（外壁１
３）や天井スラブ構造物１０Ａ（天井１１）を作ることができる。
【００９３】
　天井鉄筋構造材１４Ａの鉄板ベース１６と鉄筋トラス１７とが引っ張りに弱いコンクリ
ート１５を補強する鉄筋となり、天井鉄筋構造材１４Ａを使用することで鉄筋コンクリー
ト製の強固な天井スラブ構造物１０Ａ（天井１１）を作ることができ、高い強度を有する
頑丈な天井スラブ構造物１０Ａを有する戸建て住宅（建造物）を施工することができる。
さらに、第１および第２外壁鉄筋構造材４２ａ，４３ａの第１および第２鉄板ベース１６
ａ，１６ｂと第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂとが引っ張りに弱いコンクリート
１５を補強する鉄筋となり、第１および第２外壁鉄筋構造材４２ａ，４３ａを使用するこ
とで鉄筋コンクリート製の強固な外壁構造物１２Ａ（外壁１３）を作ることができ、高い
強度を有する頑丈な外壁構造物１２Ａを有する戸建て住宅（建造物）を施工することがで
きる。
【００９４】
　天井鉄筋構造材１４Ａの鉄板ベース１６の上面２０から上方へ露出する固定ボルト１９
の螺子部４１が硬化したコンクリート１５と一体化し、固定ボルト１９がコンクリート１
５に固定されるから、螺子部４１がコンクリート１５と一体化した固定ボルト１９によっ
て天井仕上げボード１８を鉄板ベース１６の下面２１に確実に固定することができ、天井
仕上げボード１８や鉄板ベース１６において固定ボルト１９が緩むことや天井仕上げボー
ド１８や鉄板ベース１６から固定ボルトが抜け落ちることはなく、地震や天井スラブ構造
物１０Ａ（天井１１）の経年劣化による天井仕上げ材１８の落下を防ぐことが可能な戸建
て住宅（建造物）を施工することができる。また、第１外壁鉄筋構造材４２Ａ（外断熱材
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４９）と第２外壁鉄筋構造材４３Ａ（内装ボード５２）とが複数のセパレーター４４によ
って連結されているから、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａの間のスペース
４５に打設されたコンクリート１５の側圧がそれら外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａに作用
したとしても、第１外壁鉄筋構造材４２Ａや第２外壁鉄筋構造材４３Ａに変形が生ずるこ
とはなく、セパレーター４４を含む第１および第２外壁鉄筋構造材４２ａ，４３ａを利用
することで、構造計算された設計どおりの鉄筋コンクリート製の強固な外壁構造物１２Ａ
（外壁１３）を有する戸建て住宅を施工することができる。
【００９５】
　天井鉄筋構造材１４Ａの鉄板ベース１６の上面２０に所定の被り寸法で打設されたコン
クリート１５が優れた遮音性と優れた耐火性とを有し、第１および第２外壁鉄筋構造材４
２Ａ，４３Ａの間のスペース４５に打設されたコンクリート１５が優れた遮音性と優れた
耐火性とを有するから、戸建て住宅（建造物）の下階や上階の騒音を遮断することができ
るとともに、戸建て住宅の周囲の騒音を遮断することができ、火災に強い天井１１や外壁
１３を有する戸建て住宅を施工することができる。さらに、第１および第２外壁鉄筋構造
材４２Ａ，４３Ａの第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端筋３１と下端筋３２
と第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂとのうちの少なくとも１つが基礎４６から上方
へ延びる基礎鉄筋５４に連結されているから、戸建て住宅の基礎４６と一体になった優れ
た強度の外壁１３を作ることができ、強い衝撃に十分に耐えることが可能な外壁構造物１
２Ａ（外壁１３）を有する戸建て住宅を施工することができる。
【００９６】
　天井鉄筋構造材１４Ａの鉄板ベース１６の下面２１に設置された天井仕上げボード１８
を天井仕上げ材として利用することができるから、施工された天井１１の下面に天井仕上
げ材を別途設置するための天井仕上げ工事を省くことができ、天井仕上げ工事のための手
間やコストを省くことができる。さらに、第２外壁鉄筋構造材４３Ａの第２鉄板ベース１
６ｂの非対向面５１に設置された各化粧板等の内装ボード５２を内装材として利用するこ
とができるから、施工された外壁１３の後面に内装材を別途設置するための内装工事を省
くことができ、内装工事のための手間やコストを省くことができる。
【００９７】
　戸建て住宅（建造物）は、天井鉄筋構造材１４Ａから作られた鉄筋コンクリート製の天
井スラブ構造物１０Ａ（天井１１）が高い強度を有し、天井スラブ構造物１０Ａの安全性
を確実に確保することができるとともに、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａ
から作られた鉄筋コンクリート製の外壁構造物１２Ａ（外壁１３）が高い強度を有し、外
壁構造物１２Ａの安全性を確実に確保することができる。戸建て住宅（建造物）は、地震
による激しい揺れや津波の水圧に十分に耐えることが可能であり、地震の激しい揺れによ
る天井１１の崩落を防ぐことができるとともに、地震による崩壊を防ぐことができ、津波
による流失を防ぐことができる。
【００９８】
　図１５は、他の一例として示す天井鉄筋構造材１４Ｂの斜視図であり、図１６は、図１
５の天井鉄筋構造材１４Ｂの正面図である。図１７は、コンクリート１５を打設する前の
天井鉄筋構造材１４Ｂの側面図であり、図１８は、天井スラブ構造物１０Ｂの側面図であ
る。図１５，１６では、前後方向を矢印Ｘ、幅方向を矢印Ｙで示し、上下方向を矢印Ｚで
示す。天井鉄筋構造材１４Ｂは、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅（建造物）の鉄筋コン
クリート製の天井スラブ構造物１０Ｂの構築に使用される。天井スラブ構造物１０Ｂは、
外壁構造物１２Ａ（外壁構造物１２Ｂ，１２Ｃを含む）から作られた戸建て住宅（２階建
て住宅や３階建て住宅）の鉄筋コンクリート製の外壁１３の上（頂部３０）に設置（連結
）され、戸建て住宅の天井１１として使用される。天井スラブ構造物１０Ｂは、複数の天
井鉄筋構造材１４Ｂと、天井鉄筋構造材１４Ｂの上面（鉄筋ベース１６の上面２０）に打
設されたコンクリート１５とから形成されている。
【００９９】
　天井鉄筋構造材１４Ｂは、上下方向へ延びる所定面積の鉄板ベース１６と、鉄板ベース
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１６の上面２０に設置された複数の鉄筋トラス１７と、鉄板ベース１６の下面２１（室内
側）に設置された天井仕上げボード１８と、天井仕上げボード１８を鉄板ベース１６に固
定する複数の固定ボルト１９とから形成されている。鉄板ベース１６や鉄筋トラス１７、
天井仕上げボード１８は、図１の天井鉄筋構造材１４Ａのそれらと同一であるから、図１
と同一の符号を付すとともに、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの説明を援用することで、鉄
板ベース１６や鉄筋トラス１７、天井仕上げボード１８の説明は省略する。
【０１００】
　固定ボルト１９は、鉄を延伸した鉄棒から作られ、頭部４０と螺子が形成された螺子部
４１とを有する。固定ボルト１９は、その螺子部４１が鉄板ベース１６の第１および第２
部位２５，２６に作られたボルト螺着孔２７と天井仕上げボード１８に作られたボルト螺
着孔３９とに螺着され、天井仕上げボード１８を鉄板ベース１６に固定している。なお、
鉄板ベース１６の下面２１に接着剤（図示せず）が塗布され、天井仕上げボード１８がそ
の接着剤および固定ボルト１９によって鉄板ベース１６に固定されていてもよい。
【０１０１】
　固定ボルト１９の螺子部４１の鉄板ベース１６の上面２０から上方への露出寸法Ｌ１は
、鉄板ベース１６の上面２０から鉄筋トラス１７の上端筋３１と下端筋３２との間までの
上下寸法と同一である。なお、露出寸法Ｌ１は、鉄板ベース１６の上面２０から鉄筋トラ
ス１７の上端筋３１までの上下寸法Ｌ３のうちの少なくとも鉄板ベース１６の上面２０か
ら鉄筋トラス１７の下端筋３２までの上下寸法Ｌ２と同一であればよい。固定ボルト１９
の螺子部４１は、上下方向へ延びる垂直部分６３と、上下方向と交差する方向へ折曲され
た折曲部分６４とを有する。螺子部４１の垂直部分６３と折曲部分６４とは、鉄板ベース
１６の上面２０から上方へ露出し、天井鉄筋構造材１４Ｂの上面において硬化したコンク
リート１５と一体化している。
【０１０２】
　第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａを使用して鉄筋コンクリート製の外壁構
造物１２Ａ（外壁１３）を構築するとともに、天井鉄筋構造材１４Ｂを使用して鉄筋コン
クリート製の天井スラブ構造物１０Ｂ（天井１１）を構築し、鉄筋コンクリート造の戸建
て住宅（建造物）を施工する手順は、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａおよ
び天井鉄筋構造材１４Ａを使用して鉄筋コンクリート製の外壁構造物１２Ａや天井スラブ
構造物１０Ｂを構築し、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅を施工する手順と同一であるか
ら、図１０～図１４に基づく説明を援用することで、その説明は省略する。
【０１０３】
　天井鉄筋構造材１４Ｂは、天井鉄筋構造材１４Ａにおいて説明した既述の効果に加え、
以下の効果を有する。固定ボルト１９の螺子部４１の垂直部分６３のみならず上下方向と
交差する方向へ折曲された折曲部分６４がコンクリート１５と一体化するから、螺子部４
１がコンクリート１５に確実に保持され、固定ボルト１９をコンクリート１５に確実に固
定することができ、固定ボルト１９によって天井仕上げボード１８を鉄板ベース１６の下
面２１に確実に固定することができる。さらに、螺子部４１の垂直部分６３および折曲部
分６４がコンクリート１５と一体化した固定ボルト１９によって天井仕上げボード１８を
鉄板ベース１６の下面２１に確実に固定することができるから、天井仕上げボード１８や
鉄板ベース１６において固定ボルト１９が緩むことや天井仕上げボード１８や鉄板ベース
１６から固定ボルト１９が抜け落ちることはなく、地震や天井スラブ構造物１０Ｂ（天井
１１）の経年劣化による天井仕上げ材１８の落下を確実に防ぐことができる。
【０１０４】
　なお、天井鉄筋構造材１４Ｂ（天井スラブ構造物１０Ｂ）や第１および第２外壁鉄筋構
造材４２Ａ，４３Ａ（外壁構造物１２Ａ）から作られた戸建て住宅（建造物）は、天井鉄
筋構造材１４Ａから作られた鉄筋コンクリート製の天井スラブ構造物１０Ｂ（天井１１）
が高い強度を有し、天井スラブ構造物１０Ｂの安全性を確実に確保することができるとと
もに、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａから作られた鉄筋コンクリート製の
外壁構造物１２Ａ（外壁１３）が高い強度を有し、外壁構造物１２Ａの安全性を確実に確
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保することができる。戸建て住宅（建造物）は、地震による激しい揺れや津波の水圧に十
分に耐えることが可能であり、地震の激しい揺れによる天井１１の崩落を防ぐことができ
るとともに、地震による崩壊を防ぐことができ、津波による流失を防ぐことができる。
【０１０５】
　図１９は、他の一例として示す天井鉄筋構造材１４Ｃの斜視図であり、図２０は、図１
９の天井鉄筋構造材１４Ｃの正面図である。図１９，２０では、前後方向を矢印Ｘ、幅方
向を矢印Ｙで示し、上下方向を矢印Ｚで示す。天井鉄筋構造材１４Ｃは、鉄筋コンクリー
ト造の戸建て住宅（建造物）の鉄筋コンクリート製の天井スラブ構造物１０Ｃ（図２４，
２５参照）（天井１１）の構築に使用される。天井スラブ構造物１０Ｃは、第１および第
２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａ（第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３
Ｂ，４３Ｃを含む）から作られた戸建て住宅（２階建て住宅や３階建て住宅）の鉄筋コン
クリート製の外壁構造物１２Ａ（外壁構造物１２Ｂ，１２Ｃを含む）（外壁１３）の上（
頂部３０）に設置（連結）され、戸建て住宅の天井１１として使用される。
【０１０６】
　天井スラブ構造物１０Ｃは、複数の天井鉄筋構造材１４Ｃと、天井鉄筋構造材１４Ｃの
上面（ラス金網６５の上面２０）に打設されたコンクリート１５とから形成されている。
それら天井鉄筋構造材１４Ｃは、前後方向へ長く、戸建て住宅の天井１１に敷設されて幅
方向へ並んでいる。それら天井鉄筋構造材１４Ｃは、前後方向へ延びる所定面積のラス金
網６５（金網）（ワイヤーメッシュ）と、ラス金網６５の上面２０に設置された複数の鉄
筋トラス１７と、ラス金網６５の下面２１（室内側）に設置された天井仕上げボード１８
と、天井仕上げボード１８とラス金網６５とを固定する発泡ウレタン６６（硬質発泡ウレ
タンフォーム）とから形成されている。
【０１０７】
　ラス金網６５は、上面２０および下面２１を有するとともに、前後方向へ延びる両側縁
部２２と幅方向へ延びる両端縁部２３とを有する。ラス金網６５の両側縁部２２の間には
、前後方向へ延びるとともにラス金網６５の上面２０から上方へ凸となる複数の凸条２４
（縦条）が形成されている。それら凸条２４は、ラス金網６５を折り曲げることから作ら
れている。なお、ラス金網６５の縦横寸法や厚み寸法、面積、開口面積に特に制限はなく
、縦横寸法や厚み寸法、面積、開口面積を自由に選択することができる。
【０１０８】
　ラス金網６５の一方の側縁部２２には、第１係合部２８が作られ、ラス金網６５の他方
の側縁部２２には、第２係合部２９が作られている。第１係合部２８は、ラス金網６５の
一方の側縁部２２をラス金網６５の上面に２０向かって折り曲げることから作られている
。第２係合部２９は、ラス金網６５の他方の側縁部２２をラス金網６５の下面２１に向か
って折り曲げることから作られている。
【０１０９】
　各ラス金網６５は、一方のラス金網６５の第１係合部２８に他方のラス金網６５の第２
係合部２９が嵌め込まれ、それら係合部２８，２９どうしが互いに係合することで、各ラ
ス金網６５が幅方向へつながっている。それらラス金網６５は、隣り合うラス金網６５ど
うしが連結された状態で幅方向へ並んでいる。なお、戸建て住宅の外壁１３の頂部３０に
位置する（載置された）ラス金網６５の両側縁部２２には、第１および第２係合部２８，
２９が作られていない。
【０１１０】
　それら鉄筋トラス１７は、ラス金網６５の上面２０に配置され、幅方向へ所定寸法離間
しつつ幅方向へ平行して並ぶとともに、前後方向へ延びている。１つのラス金網６５に２
つの鉄筋トラス１７が配置固定されているが、１つのラス金網６５に配置する鉄筋トラス
１７の数に特に制限はなく、ラス金網６５の面積や鉄筋トラス１７の大きさ等に応じてラ
ス金網６５に配置する鉄筋トラス１７の数を自由に選択することができる。
【０１１１】
　第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂの凹部３６の屈曲部分３８は、ラス金網６５の
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凸条２４に位置し、ラス金網６５の凸条２４と２箇所で交差当接し、凸条２４と交差する
部分（交差箇所）がスポット溶接によって凸条２４に溶着固定されている。なお、鉄筋ト
ラス１７の構成は、図１の天井鉄筋構造材１４Ａのそれと同一であるから、図１と同一の
符号を付すとともに、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの説明を援用することで、鉄筋トラス
１７の説明は省略する。
【０１１２】
　天井仕上げボード１８は、所定の接着機能を有する発泡ウレタン６６によってラス金網
６５に固着されている。発泡ウレタン６６は、ラス金網６５の上面２０から充填され、ラ
ス金網６５の網目を通過して天井仕上げボード１８に達している。天井仕上げボード１８
は、図１の天井鉄筋構造材１４Ａのそれと同一であるから、図１と同一の符号を付すとと
もに、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの説明を援用することで、天井仕上げボード１８の説
明は省略する。コンクリート１５は、ラス金網６５の網目を通過して天井仕上げボード１
８に達している。コンクリート１５は、ラス金網６５の上面において硬化し、鉄筋トラス
１７の上端筋３１、下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ、天井仕上げボ
ード１８、ラス金網６５と一体化している。
【０１１３】
　図２１は、他の一例として示す天井鉄筋構造材１４Ｄの斜視図であり、図２２は、発泡
ウレタン６６を充填する以前の状態で示す天井鉄筋構造材１４Ｄの斜視図である。図２３
は、図２１の天井鉄筋構造材１４Ｄの正面図であり、図２４は、天井鉄筋構造材１４Ｃま
たは天井鉄筋構造材１４Ｄによって作られた天井スラブ構造物１０Ｃ（天井１１）または
天井スラブ構造物１０Ｄ（天井１１）の側面図である。図２５は、天井鉄筋構造材１４Ｃ
または天井鉄筋構造材１４Ｄによって作られた天井スラブ構造物１０Ｃ（天井１１）また
は天井スラブ構造物１０Ｄ（天井１１）の下面図である。図２１，２２では、前後方向を
矢印Ｘ、幅方向を矢印Ｙで示し、上下方向を矢印Ｚで示す。
【０１１４】
　天井鉄筋構造材１４Ｄは、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅（建造物）の鉄筋コンクリ
ート製の天井スラブ構造物１０Ｄ（天井１１）の構築に使用される。天井スラブ構造物１
０Ｄは、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ａ，４３Ａ（第１および第２外壁鉄筋構造材
４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃを含む）から作られた戸建て住宅（２階建て住宅や３階
建て住宅）の鉄筋コンクリート製の外壁構造物１２Ａ（外壁構造物１２Ｂ，１２Ｃを含む
）（外壁１３）の上（頂部３０）に設置（連結）され、戸建て住宅の天井１１として使用
される。
【０１１５】
　天井スラブ構造物１０Ｄは、複数の天井鉄筋構造材１４Ｄと、天井鉄筋構造材１４Ｄの
上面（金網６８の上面２０）に打設されたコンクリート１５とから形成されている。それ
ら天井鉄筋構造材１４Ｃは、前後方向へ長く、戸建て住宅の天井１１に敷設されて幅方向
へ並んでいる。それら天井鉄筋構造材１４Ｃは、前後方向へ延びる所定面積の金網６８と
、金網６８の上面２０に設置された複数の鉄筋トラス１７と、金網６８の下面２１（室内
側）に設置された天井仕上げボード１８と、天井仕上げボード１８と金網６８とを固定す
る発泡ウレタン６６（硬質発泡ウレタンフォーム）とから形成されている。
【０１１６】
　金網６８は、上面２０および下面２１を有するとともに、前後方向へ延びる両側縁部２
２と幅方向へ延びる両端縁部２３とを有し、天井仕上げボード１８の略全域に延びている
。金網６８は、複数本の横条６９と複数本の縦条７０とから形成されている。横条６９や
縦条７０は、鉄を延伸した断面円形の金属棒（鉄棒）から作られている。横条６９は、金
網６８の両端縁部２３の間において、前後方向へ略等間隔離間（所定寸法離間）して並び
、天井仕上げボード１８と並行して幅方向へ延びている。なお、横条６９の本数に特に制
限はなく、横条６９の本数を自由に決定することができる。
【０１１７】
　縦条７０は、横条６９の下に配置され（位置し）、金網６８の両側縁部２２の間におい
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て、幅方向へ所定寸法離間して並び、天井仕上げボード１８と並行して前後方向へ延びて
いる。なお、縦条７０の本数に特に制限はなく、縦条７０の本数を自由に決定することが
できる。横条６９と縦条７０とは、互いに直交（交差）した状態でそれら条６９，７０の
交差部において溶接固定されている。縦条７０が横条６９の上に配置された状態でそれら
条６９，７０の交差部において溶接固定されていてもよい。
【０１１８】
　金網６８の一方の側縁部２２の横条６９には、第１係合部（フック）（図示せず）が連
接され、金網６８の他方の側縁部２２の横条６９には、第２係合部（ループ）（図示せず
）が連接されている。各金網６８は、一方の金網６８の第１係合部に他方の金網６８の第
２係合部が連結され、それら係合部どうしが互いに係合することで、各金網６８が幅方向
へつながっている。それら金網６８は、隣り合う金網６８どうしが連結された状態で幅方
向へ並んでいる。なお、戸建て住宅の外壁１３の頂部３０に位置する（載置された）金網
６８の両側縁部２２には、第１および第２係合部が連接されていない。
【０１１９】
　それら鉄筋トラス１７は、金網６８の上面２０に配置され、幅方向へ所定寸法離間しつ
つ幅方向へ平行して並ぶとともに、前後方向へ延びている。１つの金網６８に２つの鉄筋
トラス１７が配置固定されているが、１つの金網６８に配置する鉄筋トラス１７の数に特
に制限はなく、金網６８の面積や鉄筋トラス１７の大きさ等に応じて金網６８に配置する
鉄筋トラス１７の数を自由に選択することができる。
【０１２０】
　第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂの凹部３６の屈曲部分３８は、金網６８の縦条
７０の上に位置し、縦条７０と２箇所で交差当接し、縦条７０と交差する部分（交差箇所
）がスポット溶接によって縦条７０に溶着固定されている。なお、鉄筋トラス１７の構成
は、図１の天井鉄筋構造材１４Ａのそれと同一であるから、図１と同一の符号を付すとと
もに、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの説明を援用することで、鉄筋トラス１７の説明は省
略する。
【０１２１】
　天井仕上げボード１８は、所定の接着機能を有する発泡ウレタン６６によって金網６８
（横条６９および縦条７０）に固着されている。発泡ウレタン６６は、金網６８の上面２
０から充填され、金網６８の横条６９および縦条７０を通過して天井仕上げボード１８に
達している。天井仕上げボード１８は、図１の天井鉄筋構造材１４Ａのそれと同一である
から、図１と同一の符号を付すとともに、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの説明を援用する
ことで、天井仕上げボード１８の説明は省略する。
【０１２２】
　コンクリート１５は、金網６８の横条６９および縦条７０を通過して天井仕上げボード
１８に達している。コンクリート１５は、金網６８の上面において硬化し、鉄筋トラス１
７の上端筋３１、下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ、天井仕上げボー
ド１８、金網６８（横条６９および縦条７０）と一体化している。
【０１２３】
　発泡ウレタン６６は、天井仕上げボード１８の略全域を覆い、金網６８の横条６９およ
び縦条７０の略全域を覆うとともに、鉄筋トラスト１７のうちのラチス筋３３ａ，３３ｂ
の屈曲部分３８を含む凹部３６の略全域を覆う。硬化した発泡ウレタン６６によって天井
仕上げボード１８と金網６８とが強固に固着される。硬化した発泡ウレタン６６は、金網
６８の縦横条６９，７０とラチス筋３３ａ，３３ｂの屈曲部分３８とを覆う厚み寸法を有
し、その最上部が屈曲部分３８よりも上であって下端筋３２よりも下に位置している。
【０１２４】
　発泡ウレタン６６は、その上下方向の厚み寸法が上端筋３１や下端筋３２、トラス筋３
３ａ，３３ｂに対するコンクリートの被りを確保可能な寸法に調節されている。天井鉄筋
構造材１４Ｄは、発泡ウレタン６６の最上部が下端筋３２よりも下に位置するとともに、
上下方向の厚み寸法が上端筋３１や下端筋３２、トラス筋３３ａ，３３ｂに対するコンク
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リートの被りを確保可能な寸法に調節されているから、天井鉄筋構造材１４Ｄにコンクリ
ートを打設したときに、上端筋３１や下端筋３２、トラス筋３３ａ，３３ｂに対するコン
クリートの被りを確実に確保することができる。
【０１２５】
　図２６は、一例として示す第１外壁鉄筋構造材４２Ｂの斜視図であり、図２７は、一例
として示す第２外壁鉄筋構造材４３Ｂの斜視図である。図２６，２７では、前後方向を矢
印Ｘ、幅方向を矢印Ｙで示し、上下方向を矢印Ｚで示す。第１および第２外壁鉄筋構造材
４２Ｂ，４３Ｂは、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅（建造物）の鉄筋コンクリート製の
外壁構造物１２Ｂ（外壁１３）の構築に使用される。外壁構造物１２Ｂは、戸建て住宅（
２階建て住宅や３階建て住宅）の基礎４６に連結され、戸建て住宅の外壁１３として使用
される。
【０１２６】
　外壁構造物１２Ｂは、複数の第１外壁鉄筋構造材４２Ｂと、第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ
の内側（室内側）に位置して第１外壁鉄筋構造材４２Ｂに対向する複数の第２外壁鉄筋構
造材４３Ｂと、複数本のセパレーター４４と、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４
３Ｂの間のスペース４５に打設されたコンクリート１５とから形成されている。第１およ
び第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４３Ｂは、上下方向へ長く、鉄筋コンクリート造の戸建て
住宅の基礎４６に連結されている。第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４３Ｂは、基
礎４６から上方へ延びるとともに、幅方向へ並んでいる。
【０１２７】
　それら第１外壁鉄筋構造材４２Ｂは、上下方向へ延びる所定面積の第１ラス金網６５ａ
と、ラス金網６５ａの後方（室内側）に位置してラス金網６５ａの対向面４７（後面）に
設置された複数の第１鉄筋トラス１７ａと、ラス金網６５ａの前方（室外側）に位置して
ラス金網６５ａの非対向面４８（前面）に設置された外断熱材４９と、発泡ウレタン６６
（硬質発泡ウレタンフォーム）とから形成されている。それら第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ
は、上下方向へ延びる所定面積の第２ラス金網６５ｂと、ラス金網６５ｂの前方（室外側
）に位置してラス金網６５ｂの対向面５０（前面）に設置された第２鉄筋トラス１７ｂと
、ラス金網６５ｂの後方（室内側）に位置してラス金網６５ｂの非対向面５１（後面）に
設置された内装ボード５２と、発泡ウレタン６６（硬質発泡ウレタンフォーム）とから形
成されている。
【０１２８】
　第１および第２ラス金網６５ａ，６５ｂは、対向面４７，５０および非対向面４８，５
１を有するとともに、上下方向へ延びる両側縁部２２と幅方向へ延びる両端縁部２３とを
有する。第１および第２ラス金網６５ａ，６５ｂの両側縁部２２の間には、上下方向へ延
びるとともにラス金網６５ａ，６５ｂの対向面４７，５０から前後方向前方へ凸となる複
数の凸条２４が形成されている（図２０援用）。それら凸条２４は、ラス金網６５ａ，６
５ｂを折り曲げることから作られている。
【０１２９】
　第１および第２ラス金網６５ａ，６５ｂの一方の側縁部２２には、第１係合部２８が作
られ、他方の側縁部２２には、第２係合部２９が作られている。第１係合部２８や第２係
合部２９は、図２０の天井鉄筋構造材１４ｃのラス金網６５に作られたそれらと同一であ
る。各第１ラス金網６５ａは、一方のラス金網６５ａの第１係合部２８に他方のラス金網
６５ａの第２係合部２９が嵌め込まれ、それら係合部２８，２９どうしが互いに係合する
ことで、第１ラス金網６５ａが幅方向へつながっている。それら第１ラス金網６５ａは、
隣り合う第１ラス金網６５ａどうしが連結された状態で幅方向へ並んでいる。各第２ラス
金網６５ｂは、一方のラス金網６５ｂの第１係合部２８に他方のラス金網６５ｂの第２係
合部２９が嵌め込まれ、それら係合部２８，２９どうしが互いに係合することで、第２ラ
ス金網６５ｂが幅方向へつながっている。それら第２ラス金網６５ｂは、隣り合う第２ラ
ス金網６５ｂどうしが連結された状態で幅方向へ並んでいる。
【０１３０】
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　それら第１鉄筋トラス１７ａは、第１ラス金網６５ａの対向面４７に配置され、幅方向
へ所定寸法離間しつつ幅方向へ平行して並ぶとともに、上下方向へ延びている。なお、第
１鉄筋トラス１７ａの数に特に制限はなく、第１ラス金網６５ａの面積や鉄筋トラス１７
ａの大きさ等に応じてラス金網６５ａに配置する鉄筋トラス１７ａの数を自由に選択する
ことができる。第１鉄筋トラス１７ａは、第１ラス金網６５ａの対向面４７から後方へ離
間して上下方向へ延びる１本の上端筋３１と、ラス金網６５ａと上端筋３１との間に位置
して上下方向へ延びる２本（一対）の下端筋３２と、ラス金網６５ａと上端筋３１との間
で前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延びる２本（一対）の第１および第
２ラチス筋３３ａ，３３ｂとから組み立てられている。
【０１３１】
　それら第２鉄筋トラス１７ｂは、第２ラス金網６５ｂの対向面５０に配置され、幅方向
へ所定寸法離間しつつ幅方向へ平行して並ぶとともに、上下方向へ延びている。なお、第
２鉄筋トラス１７ｂの数に特に制限はなく、第２ラス金網６５ｂの面積や鉄筋トラス１７
ｂの大きさ等に応じてラス金網６５ｂに配置する鉄筋トラス１７ｂの数を自由に選択する
ことができる。第２鉄筋トラス１７ｂは、第２ラス金網６５ｂの対向面５０から前方へ離
間して上下方向へ延びる１本の上端筋３１と、ラス金網６５ｂと上端筋３１との間に位置
して上下方向へ延びる２本（一対）の下端筋３２と、ラス金網６５ｂと上端筋３１との間
で前後方向へ波状に曲折を繰り返しながら上下方向へ延びる２本（一対）の第１および第
２ラチス筋３３ａ，３３ｂとから組み立てられている。
【０１３２】
　第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂの凹部３６の屈曲部分３８は、第１および第２
ラス金網６５ａ，６５ｂの凸条２４に位置し、ラス金網６５ａ，６５ｂの凸条２４と２箇
所で交差当接し、凸条２４と交差する部分（交差箇所）がスポット溶接によって凸条２４
に溶着（固定）されている。なお、第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの構成は、
図１の天井鉄筋構造材１４Ａの鉄筋トラス１７と同一であるから、図１と同一の符号を付
すとともに、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの説明を援用することで、第１および第２鉄筋
トラス１７ａ，１７ｂの説明は省略する。
【０１３３】
　第１鉄筋トラス１７ａでは、上端筋３１と下端筋３２と第１および第２ラチス筋３３ａ
，３３ｂとのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第１および第２ラチス筋３
３ａ，３３ｂ）が基礎４６から上方へ延びる基礎鉄筋５４に結束線（針金）（図示せず）
によって連結されている。第２鉄筋トラス１７ｂでは、上端筋３１と下端筋３２と第１お
よび第２ラチス筋３３ａ，３３ｂとのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第
１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）が基礎４６から上方へ延びる基礎鉄筋５４に結束
線（図示せず）によって連結されている。さらに、幅方向へ延びていて上下方向へ並ぶ複
数の補強筋３４（横筋やフープ筋等）が第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端
筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂのうちの少なくとも１つに
結束線（図示せず）によって連結されている。
【０１３４】
　外断熱材４９（ボード状断熱材）は、所定の接着機能を有する発泡ウレタン６６（硬質
発泡ウレタンフォーム）によって第１ラス金網６５ａに固着されている。発泡ウレタン６
６は、第１ラス金網６５ａの上面２０から充填され、第１ラス金網６５ａの網目を通過し
て外断熱材４９に達している。外断熱材４９は、図１の外壁構造物１２Ａのそれと同一で
ある。外断熱材４９の室外側に露出する前面には、モルタル５５が吹き付けられている。
内装ボード５２は、所定の接着機能を有する発泡ウレタン６６によって第２ラス金網６５
ｂに固着されている。発泡ウレタン６６は、第２ラス金網６５ｂの上面２０から充填され
、第２ラス金網６５ｂの網目を通過して内装ボード５２に達している。内装ボード５２は
、図１の外壁構造物１２Ａのそれと同一である。
【０１３５】
　外壁構造物１２Ｂでは、幅方向へ隣り合う（隣接する）第１鉄筋トラス１７ａの間に第
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２鉄筋トラス１７ｂが位置し、幅方向へ隣り合う（隣接する）第２鉄筋トラス１７ｂの間
に第１鉄筋トラス１７ａが位置している。第１鉄筋トラス１７ａの上端筋３１は、第２鉄
板ベース１６ｂと第２鉄筋トラス１７ｂの下端筋３２との間であって、幅方向へ隣り合う
（隣接する）第２鉄筋トラス１７ｂの第１ラチス筋３３ａと第２ラチス筋３３ｂとの間に
位置している。第１鉄筋トラス１７ａの上端筋３１と第２鉄板ベース１６ｂとの間には、
スペース４５が形成されている。
【０１３６】
　第２鉄筋トラス１７ｂの上端筋３１は、第１鉄板ベース１６ａと第１鉄筋トラス１７ａ
の下端筋３２との間であって、幅方向へ隣り合う（隣接する）第１鉄筋トラス１７ａの第
１ラチス筋３３ａと第２ラチス筋３３ｂとの間に位置している。第２鉄筋トラス１７ｂの
上端筋３１と第１鉄板ベース１６ａとの間には、スペースが形成されている。第１鉄筋ト
ラス１７ａの下端筋３２は、第２鉄筋トラス１７ｂの上端筋３１の側に位置し、第２鉄筋
トラス１７ｂの下端筋３２は、第１鉄筋トラス１７ａの上端筋３１の側に位置している。
【０１３７】
　それらセパレーター４４は、第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ（外断熱材４９）および第２外
壁鉄筋構造材４３Ｂ（内装ボード５２）の所定の部位に設置され、第１外壁鉄筋構造材４
２Ｂと第２外壁鉄筋構造材４３Ｂとの間のスペース４５に位置して前後方向へ延びている
。セパレーター４４は、互いに対向する第１外壁鉄筋構造材４２Ｂと第２外壁鉄筋構造材
４３Ｂとを連結し、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４３Ｂを固定する。コンクリ
ート１５は、スペース４５において硬化し、第１および第２ラス金網６５ａ，６５ｂ、外
断熱材４９、内装ボード５２、第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端筋３１、
下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ、補強筋３４、基礎鉄筋５４と一体
化している。
【０１３８】
　図２８は、他の一例として示す第１外壁鉄筋構造材４２Ｃの斜視図であり、図２９は、
他の一例として示す第２外壁鉄筋構造材４３Ｃの斜視図である。図３０は、第１および第
２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４３Ｂまたは第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｃ，４３Ｃに
よって作られた外壁構造物１２Ｂまたは外壁構造物１２Ｃの側面図である。図２８，２９
では、発泡ウレタン６６の図示を一部省略している。図２８，２９では、前後方向を矢印
Ｘ、幅方向を矢印Ｙで示し、上下方向を矢印Ｚで示す。なお、第１および第２外壁鉄筋構
造材４２Ｂ，４３Ｂまたは第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｃ，４３Ｃによって作られ
た外壁構造物１２Ｂ（外壁１３）または外壁構造物１２Ｃ（外壁１３）の正面図は、図８
と同様に表れ、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４３Ｂまたは第１および第２外壁
鉄筋構造材４２Ｃ，４３Ｃによって作られた外壁構造物１２Ｂ（外壁１３）または外壁構
造物１２Ｃ（外壁１３）の背面図は、図９と同様に表れる。図２８，２９では発泡ウレタ
ン６６の図示を部分的に省略しているが、実際には第１金網６８ａおよび第２金網６８ｂ
の全域が発泡ウレタン６６に被覆されている。
【０１３９】
　第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｃ，４３Ｃは、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅（
建造物）の鉄筋コンクリート製の外壁構造物１２Ｃ（外壁１３）の構築に使用される。外
壁構造物１２Ｃは、戸建て住宅（２階建て住宅や３階建て住宅）の基礎４６に連結され、
戸建て住宅の外壁１３として使用される。外壁構造物１２Ｃは、複数の第１外壁鉄筋構造
材４２Ｃと、第１外壁鉄筋構造材４２Ｃの内側（室内側）に位置して第１外壁鉄筋構造材
４２Ｃに対向する複数の第２外壁鉄筋構造材４３Ｃと、複数本のセパレーター４４と、第
１および第２外壁鉄筋構造材４２，４３の間のスペース４５に打設されたコンクリート１
５とから形成されている。第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｃ，４３Ｃは、上下方向へ
長く、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅の基礎４６に連結されている。第１および第２外
壁鉄筋構造材４２Ｃ，４３Ｃは、基礎４６から上方へ延びるとともに、幅方向へ並んでい
る。
【０１４０】
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　それら第１外壁鉄筋構造材４２Ｃは、上下方向へ延びる所定面積の第１金網６８ａと、
金網６８ａの後方（室内側）に位置して金網６８ａの対向面４７（後面）に設置された複
数の第１鉄筋トラス１７ａと、金網６８ａの前方（室外側）に位置して金網６８ａの非対
向面４８（前面）に設置された外断熱材４９とから形成されている。それら第２外壁鉄筋
構造材４３Ｃは、上下方向へ延びる所定面積の第２金網６８ｂと、金網６８ｂの前方（室
外側）に位置して金網６８ｂの対向面５０（前面）に設置された第２鉄筋トラス１７ｂと
、金網６８ｂの後方（室内側）に位置して金網６８ｂの非対向面５１（後面）に設置され
た内装ボード５２とから形成されている。
【０１４１】
　第１および第２金網６８ａ，６８ｂは、対向面４７，５０および非対向面４８，５１を
有するとともに、上下方向へ延びる両側縁部２２と幅方向へ延びる両端縁部２３とを有し
、天井仕上げボード１８の略全域に延びている。金網６８ａ，６８ｂは、複数本の横条６
９と複数本の縦条７０とから形成されている。横条６９や縦条７０は、鉄を延伸した断面
円形の金属棒（鉄棒）から作られている。横条６９は、金網６８の両端縁部２３の間にお
いて、前後方向へ略等間隔離間（所定寸法離間）して並び、外断熱材４９や内装ボード５
２と並行して幅方向へ延びている。なお、横条６９の本数に特に制限はなく、横条６９の
本数を自由に決定することができる。
【０１４２】
　縦条７０は、横条６９の下に配置され（位置し）、金網６８ａ，６８ｂの両側縁部２２
の間において、幅方向へ所定寸法離間して並び、外断熱材４９や内装ボード５２と並行し
て前後方向へ延びている。なお、縦条７０の本数に特に制限はなく、縦条７０の本数を自
由に決定することができる。横条６９と縦条７０とは、互いに直交（交差）した状態でそ
れら条６９，７０の交差部において溶接固定されている。縦条７０が横条６９の上に配置
された状態でそれら条６９，７０の交差部において溶接固定されていてもよい。
【０１４３】
　金網６８ａ，６８ｂの一方の側縁部２２の横条６９には、第１係合部（フック）（図示
せず）が連接され、金網６８ａ，６８ｂの他方の側縁部２２の横条６９には、第２係合部
（ループ）（図示せず）が連接されている。各金網６８ａは、一方の金網６８ａの第１係
合部に他方の金網６８ａの第２係合部が連結され、それら係合部どうしが互いに係合する
ことで、各金網６８ａが幅方向へつながっている。それら金網６８ａは、隣り合う金網６
８ａどうしが連結された状態で幅方向へ並んでいる。なお、戸建て住宅の外壁１３の頂部
３０に位置する（載置された）金網６８ａの両側縁部２２には、第１および第２係合部が
連接されていない。
【０１４４】
　各金網６８ｂは、一方の金網６８ａの第１係合部に他方の金網６８ｂの第２係合部が連
結され、それら係合部どうしが互いに係合することで、各金網６８ｂが幅方向へつながっ
ている。それら金網６８ｂは、隣り合う金網６８ｂどうしが連結された状態で幅方向へ並
んでいる。なお、戸建て住宅の外壁１３の頂部３０に位置する（載置された）金網６８ｂ
の両側縁部２２には、第１および第２係合部が連接されていない。
【０１４５】
　それら鉄筋トラス１７ａ，１７ｂは、金網６８ａ，６８ｂの対向面４７，５０に配置さ
れ、幅方向へ所定寸法離間しつつ幅方向へ平行して並ぶとともに、前後方向へ延びている
。１つの金網６８ａ，６８ｂに２つの鉄筋トラス１７ａ，１７ｂが配置固定されているが
、１つの金網６８ａ，６８ｂに配置する鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの数に特に制限はなく
、金網６８ａ，６８ｂの面積や鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの大きさ等に応じて金網６８ａ
，６８ｂに配置する鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの数を自由に選択することができる。
【０１４６】
　第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂの凹部３６の屈曲部分３８は、金網６８ａ，６
８ｂの縦条７０の上に位置し、縦条７０と２箇所で交差当接し、縦条７０と交差する部分
（交差箇所）がスポット溶接によって縦条７０に溶着固定されている。なお、第１および
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第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの構成は、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの鉄筋トラス１７
と同一であるから、図１と同一の符号を付すとともに、図１の天井鉄筋構造材１４Ａの説
明を援用することで、第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの説明は省略する。
【０１４７】
　第１鉄筋トラス１７ａでは、上端筋３１と下端筋３２と第１および第２ラチス筋３３ａ
，３３ｂとのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第１および第２ラチス筋３
３ａ，３３ｂ）が基礎４６から上方へ延びる基礎鉄筋５４に結束線（針金）（図示せず）
によって連結されている。第２鉄筋トラス１７ｂでは、上端筋３１と下端筋３２と第１お
よび第２ラチス筋３３ａ，３３ｂとのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第
１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）が基礎４６から上方へ延びる基礎鉄筋５４に結束
線（図示せず）によって連結されている。さらに、幅方向へ延びていて上下方向へ並ぶ複
数の補強筋３４（横筋やフープ筋等）が第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端
筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂのうちの少なくとも１つに
結束線（図示せず）によって連結されている。
【０１４８】
　外断熱材４９（ボード状断熱材）は、所定の接着機能を有する発泡ウレタン６６（硬質
発泡ウレタンフォーム）によって金網６８ａに固着されている。発泡ウレタン６６は、金
網６８ａの対向面４７（上面）から充填され、金網６８ａを通過して外断熱材４９に達し
ている。外断熱材４９は、図１の外壁構造物１２Ａのそれと同一である。外断熱材４９の
室外側に露出する前面には、モルタル５５が吹き付けられている。内装ボード５２は、所
定の接着機能を有する発泡ウレタン６６によって金網６８ｂに固着されている。発泡ウレ
タン６６は、金網６８ｂの対向面５０（上面）から充填され、金網６８ｂを通過して内装
ボード５２に達している。内装ボード５２は、図１の外壁構造物１２Ａのそれと同一であ
る。
【０１４９】
　発泡ウレタン６６は、天井仕上げボード１８の略全域を覆い、第１および第２金網６８
ａ，６８ｂの横条６９および縦条７０の略全域を覆うとともに、鉄筋トラスト１７ａ，１
７ｂのうちのラチス筋３３ａ，３３ｂの屈曲部分３８を含む凹部３６の略全域を覆う。硬
化した発泡ウレタン６６によって外断熱材４９や内装ボード５２と第１および第２金網６
８ａ，６８ｂとが強固に固着される。硬化した発泡ウレタン６６は、第１および第２金網
６８ａ，６８ｂの縦横条６９，７０とラチス筋３３ａ，３３ｂの屈曲部分３８とを覆う厚
み寸法を有し、その最上部が屈曲部分３８よりも上であって下端筋３２よりも下に位置し
ている。
【０１５０】
　発泡ウレタン６６は、その上下方向の厚み寸法が上端筋３１や下端筋３２、トラス筋３
３ａ，３３ｂに対するコンクリートの被りを確保可能な寸法に調節されている。第１およ
び第２外壁鉄筋構造材４２Ｃ，４３Ｃは、発泡ウレタン６６の最上部が下端筋３２よりも
下に位置するとともに、上下方向の厚み寸法が上端筋３１や下端筋３２、トラス筋３３ａ
，３３ｂに対するコンクリートの被りを確保可能な寸法に調節されているから、第１およ
び第２外壁鉄筋構造材４２Ｃ，４３Ｃにコンクリートを打設したときに、上端筋３１や下
端筋３２、トラス筋３３ａ，３３ｂに対するコンクリートの被りを確実に確保することが
できる。
【０１５１】
　図３１は、コンクリート１５を打設する前の第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４
２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの側面図であり、図３２は、コンクリート１５を打設した後の第１
および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの側面図である。図３３は、
コンクリート１５を打設する前の天井鉄筋構造材１４Ｃの側面図であり、図３４は、第１
および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃと天井鉄筋構造材１４Ａとの
連結の一例を示す図である。第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４
３Ｃを使用して鉄筋コンクリート製の外壁構造物１２Ｂ（外壁１３）を構築するとともに



(31) JP 6861981 B2 2021.4.21

10

20

30

40

50

、天井鉄筋構造材１４Ｃを使用して鉄筋コンクリート製の天井スラブ構造物１０Ｃ（天井
１１）を構築し、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅（建造物）を施工する手順の一例を説
明すると、以下のとおりである。
【０１５２】
　天井仕上げボード１８が固定された複数の天井鉄筋構造材１４Ｃ、外断熱材４９が固定
された複数の第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ、内装ボード５２が固定された複数の第
２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃが施工現場に搬送されている。なお、天井仕上げボード
１８を天井鉄筋構造材１４Ｃ（ラス金網６５，金網６８）に固定する固定作業、外断熱材
４９を第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ（第１ラス金網６５ａ）や第１外壁鉄筋構造材４２Ｃ（
第１金網６８ａ）に固定する固定作業、内装ボード５２を第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ（第
２ラス金網６５ｂ）や第２外壁鉄筋構造材４３Ｃ（第２金網６８ｂ）に固定する固定作業
を施工現場において行う場合がある。
【０１５３】
　天井鉄筋構造材１４Ｃと天井仕上げボード１８との固定作業を施工現場において行う場
合、ラス金網６５や金網６８の大きさにあわせて天井仕上げボード１８を所定の大きさに
切断し、その天井仕上げボード１８をラス金網６５や金網６８の下面２１に配置した後、
鉄筋トラス１７の側からラス金網６５や金網６８の上面２０に発泡ウレタン６６を充填す
る（吹き付ける）。発泡ウレタン６６は、ラス金網６５の全域に充填されておらず、ラス
金網６５の上面２０において幅方向へ所定寸法離間させつつ前後方向へ延びるようにラス
金網６５に部分的に充填される。なお、発泡ウレタン６６がラス金網６５の上面２０全域
に充填されてもよい。
【０１５４】
　発泡ウレタン６６をラス金網６５や金網６８の上面２０に充填すると、発泡ウレタン６
６がラス金網６５や金網６８の開口（網目）を通過して天井仕上げボード１８に達し、硬
化した発泡ウレタン６６によってラス金網６５や金網６８と天井仕上げボード１８とが強
固に固着される。発泡ウレタン６６によってラス金網６５や金網６８と天井仕上げボード
１８とが固着されるから、天井仕上げボード１８をラス金網６５や金網６８の下面２１に
固定するための固定部材を別途用意する必要はなく、固定部材の節約を図ることができ、
固定工程を少なくすることができる。
【０１５５】
　第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃと外断熱材４９の固定作業を施工現場において行う
場合、第１ラス金網６５ａや第１金網６８ａの大きさにあわせて外断熱材４９を所定の大
きさに切断し、その外断熱材４９をラス金網６５ａや第１金網６８ａの非対向面４８に配
置した後、第１鉄筋トラス１７ａの側からラス金網６５ａや第１金網６８ａの対向面４７
に発泡ウレタン６６を充填する（吹き付ける）。発泡ウレタン６６は、第１ラス金網６５
ａの全域に充填されておらず、ラス金網６５ａの対向面４７において幅方向へ所定寸法離
間させつつ上下方向へ延びるようにラス金網６５ａに部分的に充填される。なお、発泡ウ
レタン６６がラス金網６５ａの対向面４７全域に充填されてもよい。
【０１５６】
　発泡ウレタン６６をラス金網６５ａや第１金網６８ａの対向面４７に充填すると、発泡
ウレタン６６がラス金網６５ａや第１金網６８ａの開口（網目）を通過して外断熱材４９
に達し、硬化した発泡ウレタン６６によってラス金網６５ａや第１金網６８ａと外断熱材
４９とが強固に固着される。発泡ウレタン６６によってラス金網６５ａや第１金網６８ａ
と外断熱材４９とが固着されるから、外断熱材４９をラス金網６５ａや第１金網６８ａの
非対向面４８に固定するための固定部材を別途用意する必要はなく、固定部材の節約を図
ることができ、固定工程を少なくすることができる。
【０１５７】
　第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃと内装ボード５２の固定作業を施工現場において行
う場合、第２ラス金網６５ｂや第２金網６８ｂの大きさにあわせて内装ボード５２を所定
の大きさに切断し、その内装ボード５２をラス金網６５ｂや第２金網６８ｂの非対向面５
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１に配置した後、第２鉄筋トラス１７ｂの側からラス金網６５ｂや第２金網６８ｂの対向
面５０に発泡ウレタン６６を充填する（吹き付ける）。発泡ウレタン６６は、第２ラス金
網６５ｂの全域に充填されておらず、ラス金網６５ｂの対向面５０において幅方向へ所定
寸法離間させつつ上下方向へ延びるようにラス金網６５ｂに部分的に充填される。なお、
発泡ウレタン６６がラス金網６５ｂの対向面５０全域に充填されてもよい。
【０１５８】
　発泡ウレタン６６をラス金網６５ｂや第２金網６８ｂの対向面５０に充填すると、発泡
ウレタン６６がラス金網６５ｂや第２金網６８ｂの開口（網目）を通過して内装ボード５
２に達し、硬化した発泡ウレタン６６によってラス金網６５ｂや第２金網６８ｂと内装ボ
ード５２とが強固に固着される。発泡ウレタン６６によってラス金網６５ｂや第２金網６
８ｂと内装ボード５２とが固着されるから、内装ボード５２をラス金網６５ｂや第２金網
６８ｂの非対向面５１に固定するための固定部材を別途用意する必要はなく、固定部材の
節約を図ることができ、固定工程を少なくすることができる。
【０１５９】
　鉄筋コンクリート造の戸建て住宅の基礎４６を施工した後、第１および第２外壁鉄筋構
造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂが上下
方向へ延びるように、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃを
前後方向に対向させた状態でそれら外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃを基
礎４６の上に載置する。第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃが室外側に位置し、外断熱材
４９が室外側に露出し、第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃが室内側に位置し、内装ボー
ド５２が室内側に露出する。
【０１６０】
　隣り合う一方の第１ラス金網６５ａや第１金網６８ａの第１係合部２８（第１係合部）
と他方の第１ラス金網６５ａや第１金網６８ａの第２係合部２９（第２係合部）とを係合
させて第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃを幅方向へ並べ、隣り合う一方の第２ラス金網
６５ｂや第２金網６８ｂの第１係合部２８（第１係合部）と他方の第２ラス金網６５ｂや
第２金網６８ｂの第２係合部２９（第２係合部）とを係合させて第２外壁鉄筋構造材４３
Ｂ，４３Ｃを幅方向へ並べる。第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，
４３Ｃを幅方向へ並べた後、それら外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの第
１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端筋３１や下端筋３２、第１および第２ラチ
ス筋３３ａ，３３ｂのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第１および第２ラ
チス筋３３ａ，３３ｂ）を基礎４６から上方へ延びる基礎鉄筋５４に結束線を利用して連
結するとともに、複数の補強筋３４を第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端筋
３１や下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂのうちの少なくとも１つ（好
ましくは下端筋３２と第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）に結束線を利用して連結
する。
【０１６１】
　次に、セパレーター４４を第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ（外断熱材４９）および
第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃ（内装ボード５２）の所定の部位に設置する。セパレ
ーター４４の第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃの側に位置する一端部を第１ラス金網６
５ａや第１金網６８ａ、外断熱材４９に穿孔されたセパ挿通孔に挿通し、一端部に型枠緊
結金具５６（フォームタイ）を連結する。セパレーター４４のスペース４５に位置する一
端部には、プラスチックコーンが挿通されている。一端部に連結された型枠緊結金具５６
を挟んでその両側に鉄やアルミ、真鍮、合金等の金属から作られた断面形状が円形の一対
の丸パイプ５７（単管パイプ）を配置し、型枠緊結金具５６の座金５８によって丸パイプ
５７を座金５８と外断熱材４９との間に固定する。
【０１６２】
　セパレーター４４の第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃの側に位置する他端部を第２ラ
ス金網６５ｂや第２金網６８ｂ、内装ボード５２に穿孔されたセパ挿通孔に挿通し、他端
部に型枠緊結金具５６（フォームタイ）を連結する。セパレーター４４のスペース４５に
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位置する他端部には、プラスチックコーンが挿通されている。他端部に連結された型枠緊
結金具５６を挟んでその両側に一対の丸パイプ５７（単管パイプ）を配置し、型枠緊結金
具５６の座金５８によって丸パイプ５７を座金５８と内装ボード５２との間に固定する。
【０１６３】
　第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃおよび第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃでは、幅
方向へ隣り合う（隣接する）第１鉄筋トラス１７ａの間に第２鉄筋トラス１７ｂが位置し
、幅方向へ隣り合う（隣接する）第２鉄筋トラス１７ｂの間に第１鉄筋トラス１７ａが位
置している。第１鉄筋トラス１７ａの上端筋３１は、第２鉄板ベース１６ｂと第２鉄筋ト
ラス１７ｂの下端筋３２との間であって、幅方向へ隣り合う（隣接する）第２鉄筋トラス
１７ｂの第１ラチス筋３３ａと第２ラチス筋３３ｂとの間に位置している。第１鉄筋トラ
ス１７ａの上端筋３１と第２鉄板ベース１６ｂとの間には、スペース４５が形成されてい
る。
【０１６４】
　第２鉄筋トラス１７ｂの上端筋３１は、第１鉄板ベース１６ａと第１鉄筋トラス１７ａ
の下端筋３２との間であって、幅方向へ隣り合う（隣接する）第１鉄筋トラス１７ａの第
１ラチス筋３３ａと第２ラチス筋３３ｂとの間に位置している。第２鉄筋トラス１７ｂの
上端筋３１と第１鉄板ベース１６ａとの間には、スペースが形成されている。第１鉄筋ト
ラス１７ａの下端筋３２は、第２鉄筋トラス１７ｂの上端筋３１の側に位置し、第２鉄筋
トラス１７ｂの下端筋３２は、第１鉄筋トラス１７ａの上端筋３１の側に位置している。
【０１６５】
　それらセパレーター４４は、第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ（外断熱材４９）およ
び第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃ（内装ボード５２）の所定の部位に設置され、第１
外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃと第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃとの間のスペース４
５に位置して前後方向へ延びている。セパレーター４４は、互いに対向する第１外壁鉄筋
構造材４２Ｂ，４２Ｃと第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃとを連結し、第１および第２
外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃを固定する。
【０１６６】
　それらセパレーター４４によって第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃと第２外壁鉄筋構
造材４３Ｂ，４３Ｃとを連結した後、図３４に示すように、第１および第２外壁鉄筋構造
材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの頂部３０にアングル材５９を載置固定する。アング
ル材５９を第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの頂部３０に
載置固定した後、アングル材５９の水平部分６１の上面に天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄ
のラス金網６５の側縁部２２および端縁部２３を載置し、ボルトおよびナット（図示せず
）によってラス金網６５の側縁部２２および端縁部２３をアングル材５９に固定する。ま
たは、アングル材５９にラス金網６５の側縁部２２および端縁部２３を溶接固定する。
【０１６７】
　なお、アングル材５９の水平部分６１に載置されるラス金網６５や金網６８の側縁部２
２および端縁部２３には、天井仕上げボード１８は設置（固着）されておらず、ラス金網
６５や金網６８が露出している。また、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，
４３Ｂ，４３Ｃの頂部３０に位置する第１および第２ラス金網６５ａ，６５ｂや第１およ
び第２金網６８ａ，６８ｂには、コンクリート打設用の開口６７が形成されている。開口
６７には、連結鉄筋６０（Ｌ字鉄筋）が配置されている。連結鉄筋６０の開口６７から下
方へ延びる部分は、第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端筋３１と下端筋３２
と第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂとのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋
３２と第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）に結束線（図示せず）によって連結され
ている。連結鉄筋６０の天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄに並行して延びる部分は、天井鉄
筋構造材１４Ｃ，１４Ｄの鉄筋トラス１７の上端筋３１と下端筋３２と第１および第２ラ
チス筋３３ａ，３３ｂとのうちの少なくとも１つ（好ましくは下端筋３２と第１および第
２ラチス筋３３ａ，３３ｂ）に結束線（図示せず）によって連結されている。
【０１６８】
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　アングル材５９に天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄのラス金網６５を固定すると、戸建て
住宅の１階部分の骨組みが完成する。なお、図示はしていないが、戸建て住宅の２階部分
の骨組みを作るには、１階部分の第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ
，４３Ｃと同一の第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃを１階
部分のそれの頂部３０に連結固定するとともに、１階部分の天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４
Ｄと同一の天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄを２階部分の第１および第２外壁鉄筋構造材４
２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの頂部３０に連結固定する。戸建て住宅の３階部分の骨組
みを作るには、２階部分の第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３
Ｃと同一の第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃを２階部分の
それの頂部３０に連結固定するとともに、２階部分の天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄと同
一の天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄを３階部分の第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，
４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの頂部３０に連結固定する。
【０１６９】
　次に、開口６７から第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの
間のスペース４５にコンクリート１５を打設するとともに、天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４
Ｄのラス金網６５や金網６８の上面２０に所定の被り寸法でコンクリート１５を打設する
。なお、第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃの所定の箇所には、第１ラス金網６５ａや第
１金網６８ａと外断熱材４９と貫通するコンクリート打設開口（図示せず）が作られてい
る。アングル材５９の垂直部分６２が天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄの型枠になり、天井
鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄの周縁からのコンクリート１５の漏れを防ぐことができる。
【０１７０】
　コンクリート１５は、第１および第２ラス金網６５ａ，６５ｂや第１および第２金網６
８ａ，６８ｂの開口（網目）を通過して外断熱材４９と内装ボード５２とに達し、外断熱
材４９と内装ボード５２とに付着する。コンクリート１５は、ラス金網６５や金網６８の
開口（網目）を通過して天井仕上げボード１８に達し、天井仕上げボード１８に付着する
。コンクリート１５は、スペース４５において硬化し、第１および第２金網６８ａ，６８
ｂ、外断熱材４９、内装ボード５２、第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂの上端筋
３１、下端筋３２、第１および第２ラチス筋３３ａ，３３ｂ、補強筋３４、基礎鉄筋５４
と一体化している。
【０１７１】
　コンクリート１５を所定期間養生した後（コンクリート１５が硬化した後）、型枠緊結
金具５６（座金５８を含む）を取り外し、外断熱材４９の前面の全域にモルタル５５を吹
き付けて施工が終了し、鉄筋コンクリート製の外壁１３および鉄筋コンクリート製の天井
１１（天井スラブ）作られる。屋根を施工することで、鉄筋コンクリート造の戸建て住宅
（建造物）が建造される。
【０１７２】
　アングル材５９の垂直部分６２が天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄの型枠になり、第１外
壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ（外断熱材４９）と第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４３Ｃ（内
装ボード５２）との間にコンクリート１５を打設するスペース４５が作られるから、ベニ
ヤ板や桟木によってコンクリート１５を打設する型枠を組み立てる必要はなく、型枠を組
み立てるコストや時間を省くことができ、短い工期で外壁構造物１２Ｂ（外壁１３）や天
井スラブ構造物１０Ｃ（天井１１）を作ることができる。
【０１７３】
　天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄのラス金網６５や金網６８と鉄筋トラス１７とが引っ張
りに弱いコンクリート１５を補強する鉄筋となり、天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄを使用
することで鉄筋コンクリート製の強固な天井スラブ構造物１０Ｃ（天井１１）を作ること
ができ、高い強度を有する頑丈な天井スラブ構造物１０Ｃを有する戸建て住宅（建造物）
を施工することができる。さらに、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３
Ｂ，４３Ｃの第１および第２ラス金網６５ａ，６５ｂや第１および第２金網６８ａ，６８
ｂと第１および第２鉄筋トラス１７ａ，１７ｂとが引っ張りに弱いコンクリート１５を補
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強する鉄筋となり、第１および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃを使
用することで鉄筋コンクリート製の強固な外壁構造物１２Ｂ（外壁１３）を作ることがで
き、高い強度を有する頑丈な外壁構造物１２Ｂを有する戸建て住宅（建造物）を施工する
ことができる。
【０１７４】
　天井鉄筋構造材１４Ｃ，１４Ｄのラス金網６５や金網６８と天井仕上げボード１８とが
発泡ウレタン６６によって固着されているとともに、ラス金網６５や金網６８の上面２０
に打設されたコンクリート１５がラス金網６５や金網６８の開口（網目）を通過して天井
仕上げボード１８に達し、鉄筋トラス１７とラス金網６５や金網６８と天井仕上げボード
１８とが硬化したコンクリート１５と一体化するから、天井仕上げボード１８をラス金網
６５や金網６８の下面２１に確実に固定することができ、地震や天井スラブ構造物１０Ｃ
（天井１１）の経年劣化による天井仕上げ材１８の落下を防ぐことが可能な戸建て住宅（
建造物）を施工することができる。
【０１７５】
　第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ（外断熱材４９）と第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４
３Ｃ（内装ボード５２）とが複数のセパレーター４４によって連結されているから、第１
および第２外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃの間のスペース４５に打設さ
れたコンクリート１５の側圧がそれら外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃに
作用したとしても、第１外壁鉄筋構造材４２Ｂ，４２Ｃや第２外壁鉄筋構造材４３Ｂ，４
３Ｃに変形が生ずることはなく、セパレーター４４を含む第１および第２外壁鉄筋構造材
４２Ｂ，４２Ｃ，４３Ｂ，４３Ｃを利用することで、構造計算された設計どおりの鉄筋コ
ンクリート製の強固な外壁構造物１２Ｂ（外壁１３）を有する戸建て住宅を施工すること
ができる。
【符号の説明】
【０１７６】
　１０Ａ　天井スラブ構造物
　１０Ｂ　天井スラブ構造物
　１０Ｃ　天井スラブ構造物
　１１　　天井（天井スラブ）
　１２Ａ　外壁構造物
　１２Ｂ　外壁構造物
　１３　　外壁
　１４Ａ　天井鉄筋構造材
　１４Ｂ　天井鉄筋構造材
　１４Ｃ　天井鉄筋構造材
　１５　　コンクリート
　１６　　鉄筋ベース
　１６ａ　第１鉄筋ベース
　１６ｂ　第２鉄筋ベース
　１７　　鉄筋トラス
　１７ａ　第１鉄筋トラス
　１７ｂ　第２鉄筋トラス
　１８　　天井仕上げボード
　１９　　固定ボルト
　２０　　上面
　２１　　下面
　２２　　両側縁部
　２３　　両端縁部
　２４　　凸条（縦条）
　２５　　第１部位
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　２６　　第２部位
　２７　　ボルト螺着孔
　２８　　第１係合部
　２９　　第２係合部
　３０　　頂部
　３１　　上端筋
　３２　　下端筋
　３３ａ　第１ラチス筋
　３３ｂ　第２ラチス筋
　３４　　補強筋
　３５　　凸部
　３６　　凹部
　３７　　中間部
　３８　　屈曲部分
　３９　　ボルト螺着孔
　４０　　頭部
　４１　　螺子部
　４２Ａ　第１外壁鉄筋構造材
　４２Ｂ　第１外壁鉄筋構造材
　４３Ａ　第２外壁鉄筋構造材
　４３Ｂ　第２外壁鉄筋構造材
　４４　　セパレーター
　４５　　スペース
　４６　　基礎
　４７　　対向面
　４８　　非対向面
　４９　　外断熱材
　５０　　対向面
　５１　　非対向面
　５２　　内装ボード
　５３　　連結片
　５４　　基礎鉄筋
　５５　　モルタル
　５６　　型枠緊結金具（フォームタイ）
　５７　　丸パイプ
　５８　　座金
　５９　　アングル材
　６０　　連結鉄筋（Ｌ字鉄筋）
　６１　　水平部分
　６２　　垂直部分
　６３　　水平部分
　６４　　折曲部分
　６５　　ラス金網
　６５ａ　第１ラス金網
　６５ｂ　第２ラス金網
　６６　　発泡ウレタン
　６７　　開口
　６８　　金網
　６８ａ　第１金網
　６８ｂ　第２金網
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　６９　　横条
　７０　　縦条
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